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ごあいさつ/Foreword

「おおがきビエンナーレ」の正式名称 は 「世界 メディア文化 フォーラム」です。メディアアートの国

際的な祭典 としてのこの催 しは、 岐阜 県 と大垣市 の支援 によって、IAMASの 創 立に先立 って始

まりました。IAMASの 創立 は19%年 ですが、その前年、1995年 に第1回 が行 われています。

当初 は 「インタラクション」と通称 されたように、 とくにインタラクティヴ系 のす ぐれた作品 を世界中

から集 めて紹介する展覧会 でした。毎 回10点 強の作品 が択 ばれ、作 家 も来 口してシンポジウムが

行われました。これが2001年 まで隔年で4回 開催 されましたが、5回 目を計画するに際 して、 な

るほど先駆 的な企画 ではあるが、 もはや啓 蒙の段 階は終 ったのではないか、 すでに出来 上がった

ものを集 めるのではなく、新 しく、いま造 っていくものに人 々を巻 き込 んでいくような活 動をすべきで

はないか、 もっと地 域 に密接 に結び付いた、地 域 の文化の 部 となっていくような催 しであるべき

ではないか、といった意 見が出 され、その結果、それまでの会場 であったソフトビアのセンタービル

の大 ホールを出て、 大垣 市の中心市街地 を舞台にする 「おおがきビエンナーレ」が構想 されたの

です。当然、集 められる作品のありかたや内容 も 変 することが予想 されました。

　大垣市 の中心 市街 地 は、地 方都市 ・般 の例に洩 れず、空店舗が目立ち、夕方 早々とシャッター

が降 りてしまいます。 「おおがきビエンナーレ」は、 そうした市街 の活性 化の ・翼 を担 うことも考 え

られました。出来 るだけ県民、 市民 が気 安 く参加 出来 る形 のものが多いことが望 ましいのはもちろ

んです。手探 りで始 めた仕事 のため、形が見えて来 るまでが大変で したが、最終的には、卒展 と同

時開催 ということで、2004年 の2月 から3月 にかけて行 うことになりました。空 きビノレやショウウイ

ンドウ、デパー トや銀行 のビルの壁 面、両廊 や喫茶店 の内部、地下道 など、市街 のあらゆる空問を

利用 しての計両 が組 まれ、シンポジウムやパフォーマンス、イベ ントなどを含む多彩 なプログラムが

生 まれました。その全 容はこの冊子に見 る通 りですが、この実現 には、IAMAS関 係者以外 に、た

くさんの県民、市民 の方々、さまざまな企業 の方々、県 および市の職 員の方 々、国内外のアーティス

トや研 究者の方 々の、有形無形 の本当に頭 の下 がるご尽力がありました。ここに心か ら感謝 申しあ

げます とともに、このビエ ンナーレを今後 、ますます充実 したものにしていくために、皆 様 のさらなる

ご支援 をお願 いしたく思 います。

lAMAS(情 報科学芸術大学院大学 ・岐阜県、k国際情報科学芸術アカデミー)　学長　横山正



The　 official　 name　 of　 the　 Ogaki　 Biennale　 is"World　 Forum　 for　 Media　 Art　 and　 Culture".This

international　 media　 art　 festival,　 held　 with　 the　 support　 of　 Gifu　 Prefecture　 and　 Ogaki　 City,　 dates　 back

to　 the　 time　 before　 IAMAS　 opened　 in　 1996.　 The　 first　 event　 was　 held　 in　 1995,　 then　 still　going　 by　 the

name　 of"lnteraction".Abiennial　 exhibition　 aimed　 at　 bringing　 together　 top-class　 interactive　 artworks

from　 all　 over　 the　 world,　 Interaction　 has　 been　 held　 four　 times　 until　 200].lluring　 the　 planning　 of　 the

sth　 event,　 opinions　 surfaced　 that　 although　 it　had　 been　 a　 pioneering　 project,　 it　was　 no　 longer　 truly

enlightening,　 and　 instead　 of　simply　 displaying　 already　 completed　 works,　 we　 should　 organize　 activities

that　 would　 involve　 people　 in　 something　 new,　 something　 being　 created　 at　 the　 time.　 The　 organizing

committec　 wanted　 the　 cvent　 to　 be　 more　 closely　 connected　 to　 the　 community,　 and　 eventually　 become

part　 of　 the　 local　 culture.　 Therefore,　 we　 decided　 to　 take　 the　 exhibition　 out　 of　 the　 hall　 in　 Softopia

-Japan's　 Center　 Building,　 where　 it　had　 been　 taking　 place　 the　 first　four　 times,　 and　 seek　 a　new　 stage　 for

anew　 concept,　 Ogaki　 Biennale,　 in　 the　 streets　 of　 central　 Ogaki.　 Naturally,　 artwork　 displays　 would

undergo　 a　complete　 transformation.

We　 also　 hoped　 that　 the　 Ogaki　 13iennale　 would　 serve　 as　 a　means　 of　 invigorating　 the　 city.　 Of　 course,

we　 wanted　 to　 include　 as　 many　 events　 as　 possible　 in　which　 city　 and　 prefecture　 residents　 could　 easily

participate.　 Since　 this　 was　 an　 idea　 we　 were　 experimenting　 with　 for　 the　 first　 time,　 we　 had　 difficulties

forming　 a　 clear　 vision,　 but　 decided　 to　 hold　 the　 event　 from　 February　 to　 March　 2004　 to　 coincide

with　 the　 Graduate　 Exhibition.　 Plans　 were　 developed　 to　 make　 use　 of　 all　 kinds　 of　 spaces　 around　 the

city　 including　 vacant　 buildings,　 window　 displays,　 walls　 of　 department　 stores　 and　 banks,　 gallery

and　 cafe　 interiors,　 and　 underground　 thoroughfares.　 The　 program　 that　 eventuated　 was　 multifaceted,

encompassing　 symposia,　 performanccs　 and　 cvcnts.　 This　 booklet　 provides　 an　 ovcrvicw　 of　 thcsc

activities,　 whereas　 I　wish　 to　 emphasize　 that　 Ogaki　 Biennale　 was　 made　 possible　 thanks　 to　 the　 moral

and　 material　 support　 not　 only　 from　 LAMAS　 personnel,　 but　 also　 from　 the　 residents　 of　 Ogaki　 City　 and

Gifu　 Prcfcctしlrc,　 as　 wcll　 as　 a　varicty　 of　 privatc　 companics,　 Prefectural　 and　 City　 g()vcrnmcnt　 officcrs,

and　 domestic　 and　 overseas　 artists/researchers.　 I　would　 like　 to　 express　 my　 sincere　 gratitude　 to　all　 those

concerned　 and　 ask　 for　 your　 continuing　 support　 to　make　 future　 Biennales　 an　 even　 greater　 success.

YOKOYAMA　 T　adashi,　 PresidendAMAS(lnsriruτe　 of　Advanced　 Media　 Arrs　 and　 Sciences・II貰ernational　 Academy　 of　Media

Arts　 and　 Sciences)



目次/Contents

シ ン ホ ジ ウ ム/SympOsium

O6　 　　 　シンポジウム1「 未来の学校」/Symposium1[School　 of　Futures]

14 シン ポジ ウム2「 アー トで異 文 化 と出会 う」/

Symposium2[Encountering　 Other　 Cultures　 through　 Art]

18 ワー クシ ョップ トー ク 「メデ ィアで 地 域 と対話 す る」/

Workshop　 Talk[lnteraction　 with　 the　Region　 through　 Media]

ワー クシ ョップ/Worlくshop

(18) ワークショップ/Workshops

22 こどもワー ク ショップ/Workshops　 for　children

ミュー ジアム/Museum

26　 　 　 グ ローバ ル ⇔ ローカ ル ・カル チ ャー展/Global　 and　 Local　 Culture

32 ビジ ネ ス文 化 の美 学 展/The　 Aesthetics　 of　Business　 Culture

36 変 容す る 自然展/Transformative　 Nature

38 企画展示/Exhibits

43 lAMAS2004別 館 「郭 」/IAMAS2004　 Annex"Kuruwa"

パ フ ォ ー マ ン ス/Performance

46　 　 　 オープニングイベ ント/Opening　 Events

48 クラブイベ ント/Club　 Events

49 パ フォーマ ンス/Performance

50 クロー ジ ング イベ ン ト/Closing　 Event

52 大垣 の まち とビエ ンナー レ/Ogaki　 City　 and　the　 Biennale

56 謝辞/Acknowledgements



シンポジウム/Symposium

異 文 化 と学 び の 未 来/

Cross-cultural　 Communication　 and　 the　 Future　 of　Learning

シ ンポ ジ ウム1「 未 来の 学 校」/Symposium1【School　 of　Futures]

　　　　　 基 調 講 演 「現 代 に おけ る学 び の可 能 性」/

　　　　　　Keynote　 speech"Prospects　 of　Learning　 Today"

　　　　　 パ ネ ル デ ィスカ ッション 「異 文 化 コミ ュ=ケ ー シ ョン と教 育 」/

　　　　　　Panel　 Discussion"Cross-cultural　 Communication　 and　 Education"

06

70

シ ンポ ジ ウム2「 アー トで 異 文 化 と出 会 う」/

Symposium2[Encountering　 Other　 Cultures　 through　 Art]

14

ワー ク ショップ トー ク 「メデ ィア で地 域 と対 話 する 」/

Workshop　 Talk[lnteraction　 with　 the　Region　 through　 Media]

　　　　　　 「水 行 く旅 の 記 一 俳 句 の風 景 」/"Diary　 of　a　journey　 on　 water-Reflections　 on　Haiku"16

　　　　　　 「都 市 をよ む:お おが き」ワー クシ ョップ トー ク/"Reading　 the　city:Ogaki"　 　 　 　 　 　 　 　 18

大垣駅前の十六銀行大垣支店の新しいビルでは、今回のビエンナーレの中心テーマである 「未来の学校」を中

心に現代の学びをめぐる基調講演とパネルディスカッションが行われました。いっぽうソフトピアジャパンの

ホールでは、 「文化の多様性」というテーマについての討論と、大垣市内の各所で行われた2つのワークショッ

プのそれぞれを総括する対話が開催されました。

Akeynote　 speech　 and　 a　 panel　 discussion　 on　 learning　 in　the　 modern　 age,　 as　 reflected　 in　 the

Biennale's　 main　 theme"School　 of　 Futures",　 was　 held　 in　the　 new　 Juroku　 Bank　 Ogaki　 branch　 building

near　 Ogaki　 Station.　 Further,　 Softopia　 Japan　 hosted　 a　discussion　 on"Diversity　 of　 Culture",　 and　 a　talk

session　 summarizing　 two　 workshops　 held　 throughout　 Ogaki　 City.
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シ ンポ ジ ウム1「 未 来 の学 校 」/Symposiums　 1【School　 of　Futures】

基 調 講 演 「現 代 にお け る学 びの 可能 性 」/Keynote　 screech"Prosaects　 of　Learnina　 Today"

鷲 田 清 一/WASHIDA　 Kiyokazu

2122/14:00-15:00/十 六銀 行大 垣支店4F/Juroku　 Bank　 Ogaki　 branch　office　4F

鷲 田清一

大 阪大学 大学 院文学 研究 科教 授(臨 床 哲学).哲 学 をベー スに 身

体 、他 者、所 有、規範、制度 などの問題を論 じる。著作 に アモー ドの迷

宮三(ち くま学芸文庫)『 じぶん ・この不思議 な存在三(講 談 社現代 新

書)他 多数

WASHIDA　 Kiyokazu

Professor　at　the　postgraduate　course(Clinical　Philosophy)at　Osaka　University,

Literature　Research　Department.

Main　publications:Mo-do　 no　meikyu(Chikuma　 Gakugeibunko),

Jibun,　kono　fushigina　sonzai(Kodansha　 Gendaishinsho)

　 「教育」というのは、 実は私 にとって　 sa論じるのが嫌

なテーマなんです。ひとつには、話が重過 ぎるからです。

どうして 「教育」 について語る時、 みんな大げさで深刻

ぶって話をするのでしょうか。今は教育 というと、 いつも

「危機」 という言葉 とともに語られます。 「学級崩壊」 と

か、 「崩壊」なんてものすごい言葉で語られるんですね。

しかも教育現場 に身を置いていない人の声が高くなり、

熱 くなる。私はそれに非常に抵抗 があります。子供たちの

毎日を考 えるとき、 もちろん苦しいこともあるでしょうが、

楽 しいこともある。人 それぞれの学校生活 というものがあ

るはずなのですが、その全体 を「崩壊」とか 「危機」といっ

たおどろおどうしい言葉で包み込んでしまうことに抵抗が

あるんです。だから私は、今まで教育について文章はr.一き

ませんでした。

　 一方私は教育について論 じられる言葉が、 反対に限

りなく軽いと感じることがあります。学校でもよく言われる

ことですが、 「地球市民」 「地球に優 しく」 「共感」 「共

生」とかいう言葉が氾濫している。「ちょボラ」 っていうの

も苦手でしたね。 「ちょっとボランティア」 ということだそう

です。公共広告かなんかで、さりげなくやる「ちょボラ」 っ

ていうのがいいんだ、 というコマーシャルがありましたけれ

ども、 私はそういう言葉 にも非常に抵抗感があります。そ

れらの言葉が意味 していることをどこまで突きつめ、どこま

で責任を持って徹底 してやれるのか、きちっと考えられて

いないという印象を持っているのです。

　 今日は、 「学びの可能性」というテーマですけれども、

教育からはうんと離れたところからお話 しようかなと思いま

す。2003年10月 、大阪の難波で 「港町アンダーグラン

ドプロジェクト」というのが行われました。一年半かけて準

備 したものです。私は建築家 ・人 と共 にコンセプターと

して参加 しました。つまり、 言いだしっぺの一人です。大

阪の難波に、バブルの夢の跡 とでもいうべき廃塘がありま

す。第三セクターとJR西 日本が、地F:だ けでなく、地下
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　　　　　　　　　「1旺し さ 」が 覆 る 時 一 あ る ア ー トプ ロ ジ ェ ク トの 体 験 か ら

When"correctness"gets　 overturned‐experiences　 from　 a　certain　 art　project.

一 階の ところに巨大 なアーケードを作 ろうとして
、 線 路 に

沿 って200メ ー トル の空 間 を作 ったんで すが、 実現 しな

か ったんですね。お金 もかか っているので、 開発 した側 と

して恥 ず か しく、10年 近 く封 印 され たままになっていまし

た。

　 それ を私 の友 人 が 見 つ けた んで す。 コン クリー ト打

ちっ放 しの、長 さ200メ ートル1幅30メ ー トルの、ス トーン

と通 っている、 巨大 な空間 なんですJ始 めて入 った ときは

水 溜 りとほ こりだ らけで したけど、 ここでファッションショー

や ったらかっこいいな一 と思 った くらいの素 敵 な空 間 で

す。1司時 に、 す ごく切 ない思 いを感 じたんですね。つまり

夢 の跡 なんです。夢 があって、 こうしようと思、って工事 を

したんだ けど、 夢 を見 る前 に夢 をた たまざるを得 なか っ

た。 これ って僕 らの人 生 そのもの じゃないか と。僕 らは あ

あ したいな、 これ もやってみ たいなと思 いつつ、たいて いは

夢 を実 現 す る前 に 「ああ、 無 理 だな」とい う形 で夢 をたた

む。そういう夢 が思 い出の中 に残 っているのが僕 らの人 生

ですか ら、 このバブルの夢 の跡 を見 てべ つに企 業 の力'や

官僚 の方 を責 める気 になるよりも、むしろもの すごく切 ない

空 間 として私 に迫 って きました。

　 それで これ を仙 お うということになったんです けれ ど、

ものすご く大 変 で した。弁 護 十 の方 にもボランティアとして

入 っていただ きました。まず、 そもそもその ような空 間を使

川 する許 可 を取 らなければならない、所 有 者 と交渉 しなけ

れ ばならない。地 ド空 間 で電 気 の設 備 も何 もないところ

ですか ら、 ワスクが非 常 に人 きいので、消 防 署 との交 渉 が

実 は　 .:大 変 で した。始 めて 半年 たった ころに、JR難

波 の駅 長 さんが 協力 の意思 をや っと示 して くれ て、 順 調

に行 き始 めたか と思 ったら、今 度 は先ほ ど占 いました消防

法 とか、 安 全 面 とか厳 しいチェックが入 りまして、9月 に

は全 員 もう断'念 しようかと思 ったほ どです。これ は三 人 の

アーティストと、 複 数 の スタッフと無数 のボランティアたち

によって実 現 した企 画 です。

　 結 局 〈光 〉のアー ト三 つ をこの200メ ー トルの とてつ も

ないでかい空間 でや りました。その うち私 が ・番 気 に入 っ

たo)は1282本 の蛍 光 灯 を取')壊 しのマ ンシ ョンか らとっ

て きまして、 蛍光 灯 の じゅうたん を作 ったんです。それを

点 けるとパ チッと音 が す るん です。　 慨 にその空 間 に約

1300本 の蛍 光 灯 がつ くん ですから、 もう顔 が火照 るほど

熱 くって。およそ1300本 、この数 字 は何 か と言 いますと、

同 じ200メ ー トルの空 間 をコンビニ と同 じ明 るさにする明

度 を計 算 で割1)出 した本 数 な んで す。200メ ーi・ル の

番 端 っこの ・箇 所 に点 灯 す るようにしたん です。もの

す ごい光 の アー トで した。京者1≦芸 術 セ ンターで0)企 【Illi展

rChalmcl-N」 で、 校 舎 や ビルの壁 面 に光 を映 した高 橋

匡太 さんです0こ こで　 :.面 白か ったのは、 このアーティ

ストは自分 をアーティストと思 っていないん です。自分 もプ

ロジェクトの一 スタッフだ と想、ってるんです。その ことに誇

りを持 っているんです。自分 の作 品 を作 るのにみんながT一

伝 ってくれてるなん て意 識 は毛頭 ないんです。それか ら配

管 工 の人、電 気 屋 さん、弁 護十 さん、 あらゆ る職 種 の人

が ボランティアで参 加 して くれ ました。

　 最 終 日には評 判 を聞 きつけたお客 さんが どっさりいらっ

しゃい ましたが、 入場・するのに3時 間待 たなければな りま

せ んで した。いい雰 囲気 で見 てもらうために25人 ず つお

客 さんを人 れていたものですから。

　 この プロジェクトは10月 に終 わ りまして、 その後 プロ

ジェクトについてみ んなで話 し合 う機 会 を持 ちましたが、

その ときスタッフか ら感 想 が 出て きました。そのひ とつ が

「このプロジェクトでは、問 題 が増 える一 方 だった。it寺とと

もに問題 が解 決 す るのではなく、 増 える一 方 だった。変 な

プ ロジェクトだなと思 った」　とい うのが ありました。それか

ら、 「 ・人 ・人 、自分 がiEし いと思 っていることが違 うと分

か った」 というのもあった。みんなの 「Tし さ」がそれ ぞれ

違 うとい うことです よね。で もどちらかが折 れ なけれ ばな ら

ない。引 き受 けざるを得 ない。そういう経 験 が いっぱいあっ



シ ンポ ジ ウム1「 未 来 の学 校 」/Symposiums　 1[School　 of　Futures]

基 調 講 演 「現 代 にお ける 学 びの 可能 性 」/Keynote　 speech"Prospects　 of　Learning　 Today"

たとい う話 です。 そこでは、いわゆる 「アー ト論」はいっさい

出 ません でした。

　 「学 び」について語 るのに、 どうして こん なエ ピソードを

出 したか とい うとですが、 別 にこのエ ピソー ドでなくてもよ

かったんです。阪 神 淡路 大震 災 の後 の、 若 い人 のボラン

ティア活 動 をエピソー ドとしてあげ ることも可能 だ ったん

ですけど、 今 口は 「おおが きビエンナー レ」ということなの

で、アートが絡 ん だエピソー ドか らお話 したほ うが よいかと

思 ったんです。

　 今 の日本 社 会 に浸 透 している気 分 が二 つ あると思 い ま

す。ひとつは 「浮 いている」という感 じ、もうひ とつは 「泳 が

されている」 という感 じで す。 「浮 いている」 とい うのは、

みんな都 市 の中で 「ここにいる」 という根拠 がなかなか見

つ けにくくなって いる。 そんな気 が します。た とえば コンビ

ニのことを考'えて もいいで しょう。最 近 で は家 に冷 蔵 庫 を

置 か なくてもコンビニを冷 蔵 庫 代 わ りに使 えば何 で もそろ

う、というような考 え方す らあります。これは ・見地 域 に密

着 して生 きているようにも思 えますが、本 当 はコンビニほ ど

地 域 から浮 いて いる施 設 ってないと思 うんで す。皆 さん も

入 学 、 引越 しをした時 、 たとえば九 州 にいっても同 じコン

ビニが ある。同 じような照 明 で、同 じようなものを売 ってい

るコンビニがす ぐそばにある。どこへ行 っても1司じ。私 たち

はある意 味 で、 地 域 か ら浮 き上 が っているもの、 そういう

ものを不 可欠 の装 置 として生 きているので、私 たち自身 が

「この場 所」 か ら浮 きF:が って しまっている一 そうい う空

間 感 覚 を、知 らない間 に自分 の中に浸透 させてきたという

気 が します。

　 「泳 が されている」 というのはもっと分 か りやすい と思 い

ますが、 高度 消 費 社会 の80年 代 を迎 えた以降 、 私 たち

は何 か を 「欲 しい」 と思 う前 に欲 しい物 が巷 にはあふれ て

いて、 僕 らにで きることはどれ を消 費 するか という選 択 だ

け、 こういう状態の社会にずっと生 きてきたわけですね。

私たちは、自分が欲 しいものが何 でもJ三に入る、好 きなよ

うに生 きていけるという気分でいますが、 本当は何 かを欲

しいという気 にさせられている、 何かがしたいとなんとなく

思わされている。好 きなように、気 ままに生 きて、自分で泳

いでいるような気分になっているけど、 全体 をみると他 の

人 たちと一緒 に泳 がされている感覚 一 これは何 も若い

人 だけのことではありません。私 自身も、 頭の中で考えて

いることって、自分で考えたつもりでいますが、 なんとなく

歴史の大きな流れの中で、 そういう風に考えさせられてき

てしまった。なんか目に見えない、自分では端っこまでたど

れない社会の人きな流れ、情報の大きな流れ、その中で

僕 らは自山に生きている気になっているだけで、実は全体
　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　こさび
に対 して何 の抵抗 もできなくなっている。いくら模を打とう

としても川の底には届かない、そして大きな流れの中に飲

み込 まれて流されているという気分は、若い人だけの問題

ではないように思います。

　 「浮いている」、流れの中で 「泳がされている」というの

は、 形ではなかなか表 しにくいのですが、特 に都市生活

を送 る人たちの間ではかなり共有 されている気分ではな

いかと思、います。「学びの可能性」というのは、 狭 い意味

での学校 とか教育の問題ではなくて、 ボランティアであれ

アートプロジェクトであれ、何 かの活動をとおして自分 た

ちのそうした状態に気づ くところから始 まるのではないで

しょうか。
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　　　　　　　　　 「1旺し さ 」が 覆 る 時 　 　 あ る ア ー トプ ロ ジ ェ ク トの 体 験 か ら

When"correctness"gets　 overturned‐experiences　 from　 a　certain　 art　project.

The　 M∫ 〃ato-Machi〔1〃dei'STS・o〃 〃ゴP'・o/ect　 took　 place　 in

Osaka,　 in　Octobcr　 2003.　 For　 about　 half　 a　ycar,　 artists,

mediators　 and　 volunteers　 worked　 on　 the　 realization

of　this　 event　 at　a　hugeしmderground　 space.　 The　 space

was　 originally　 constructed　 for　 a　shopping　 arcade　 in　the

"bubble"age
,　but　 frustrated　 by　the　 lack　of　money.

　 was　 especially　 impressed　 by　 the　 work　 of　 the　 artist

Kyota　 Takahashi,　 who　 installed　 1282　 fluorescent　 tubes

and　 turned　 them　 on　at　once!The　 number　 of　the　tubes　 is

equivalent　 for　that　 needed　 to　light　the　 same　 size　of　space

for　a　normal"convenience　 store".　 The　 project　 gave　 us　a

chance　 to　reflect　 on　 what　 we　 regard　 as"correctness"in

the　present　 society.

One　 could　 say　 there　 arc　two　 parallel　 themes　 in　Japanese

socicty　 today.　 Onc　 is,1floatillg「',　tllc　othcr"swimlnillg11.

The　 latter　 refers　 to　 the　 super-consumerist　 post-'80s

society,　 and　 the　 phenomenon　 of　being　 bombarded　 with

things　 we　 desire　 before　 we　 even　 know　 we　 desire　 them.

All　we　 can　 do　 is　choose　 from　 a　range　 of　 things　 we　 arc

made　 to　desire　 to　have　 or　to　do.

ibelieve　 that　 "learning"　 doesn't　 have　 to　be　 limited　 to

exercises　 in　 schools　 and　 education,　 but　 starts　 from

actions　 that　 make　 us　 aware　 of　our　 situation,　 whether

that　be　volunteering　 or　working　 out　 art　projects.
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ジ ャック リー ヌ ・ベ ル ン ト+李 鎭 源(イ ー ・ジ ンウォン)　 モ デ レー タ:吉 岡 洋

Jacqueline　 BERNDT,　 LEE　 Jin-won　 Moderator:YOSHIOKA　 Hiroshi

2122/15:15-16:45/十 六銀行大垣支店4F/Juroku　 Bank　Ogaki　branch　office　4F

吉岡:今 日はソウルで青少年 センターを運営されてきた

イー ・ジンウォンさんと、横浜国立大学でマンガをはじめと

する日本の現代文化や美術について教鞭をとっておられる

ジャクリーヌ・ベルントさんからお話を聞きたいと思います。

ジャックリーヌ・ベルント

横浜国立大学教育人間科学部助教授,専 門はマンガの美学と比較

文化論、視覚文化としての美術、アジアと東欧における現代美術な

ど。主著:7マ ンガの国ニッポンー日本の大衆文化 ・視覚文化の可能

性」、7マン美研一マンガの美/学 的な次元への接近』など。

李鎭源(イ ー・ジンウォン)

2000年5月 より、 ユネスコ韓国委員会が運営する若者専用の文化

空間として設立されたソウル青少年文化交流センター(MZYセ ン

ター)プ ログラムチーム長をつとめる(2003年6月 まで)。現在は、

韓国青少年ボランティアセンター部長.

Jaqueline　 BERNDT

Associate　 Professor,　 Faculty　 of　Education　 and　 Human　 Sciences,　 Yokohama

National　 University.　 Her　 fields　of　expertise　 are　the　aesthetics　 and　 cross-cultural

theory　 of　comics,　 art　as　visual　 culture,　 and　 modern　 art　in　Asia　 and　 Eastern

Europe.

Main　 public　ations:Pん ∂Women〃 ∂ηg∂J　Com'o一 κ〃々U/'η 」∂ρ∂η,ル1∂nbiken

-manga　 no　 bi/gakutekina　 jigen　 e　no　 sekkin .

L匪Jin-won

From　 May　 2000　 until　June　 2003　 he　was　 heading　 the　program　 team　 of　Seoul

Youth　 Cultural　 Exchange　 Centre(MIZY　 Center,　 which　 was　 set　up　as　a　cultural

space　 for　young　 people,　 administered　 by　 the　Korean　 National　 Commission　 for

UNESCO.　 LEE　Jin-won　 currently　 leads　 the　Korea　 Youth　 Volunteer　 Center.

イー ・ジンウォン:私 はソウルの中心部明洞(ミ ョンド

ン)にあるMIZYセ ンターで、2000年 のオープニング当

初から働 いてきました。今口はこのMIZYセ ンターの話を

中心にして、異文化 と教育について考えたいと思います。

MIZYセ ンターというのは、ミョンドンの、青少年のための

情報センターという意味を表す英語の頭文字からとりまし

た。つまりMyongdong　 Info　Zone　for　Youthで す。

　MIZYが どうして始 まったかを説明するH寺に、 かなら

ず話さなければならないある事件があります。それは仁川

(インチョン)で 起こった火事です。インチョンはソウルか

ら車で ・時間ほど離れた所 にある大 きな街です。このイン

チョンの中心街の飲み屋で、火事がありました。1999年

の12月 でしたが、それは高校生の期末試験が終わったこ

ろでした。その飲 み屋の火事 で、高校生を含む青少年20

人 ほどが亡くなりました。なぜ高校生が飲 み屋で死んだ

のでしょうか?　 そういう事故をきっかけにして韓国の大

人が反省したのは、なぜ高校生が飲み屋に行 くのかという

ことです。それは、 彼らには他に集 まるところがないからで

す。だから飲み屋 とか、大人が行 く場所に行 くしかない。

そういう大人たちの反省から、国の政策 も変わりました。

　現在 の韓国には色々と青少年活動センターがあります

が、MIZYは そのなかで青少年の国際交流、そして自由

に活動できる場です。2000年5月 にオープンしました。

MIZYセ ンターはソウノレのミョンドンという賑やかなとこ

ろにありますが、1960年 代に建てられたけっこう古い建

物の中にあります。その建物は古いので、 若い人はあまり

入 りたがらないような所 だったんです。汚かったんですよ

ね、 マジで。そこの二階 を改造して使っています。柱 だけ
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残 して、 壁 も全;..r壊しました,階 段 が ちょっと暗 か ったも

のですか ら、若 い人 たちが気 楽 に人 りやす いように、絵 を

擢「いたりしました。

　 :VIIZYセ ンターにはカフェや ミー ティングル ーム、資 料

室 などが あります。このセンターを作 る前 に、 青 少 年 たち

はいったい何 が したいか、 どうしたら彼 らが 「行 きたい場

所 」 にす ることがで きるか を考 えてみ ました。スペー スの

'卜分以 上 が カフ
ェになっていますが、それはみん なが自然

に集 劫 、過 ごす場所 だからです。そこにパ ソコンを50台

くらい置 いています。あとミー ティング ルームが 二 つありま

す。青 少 年 たちが何 か活 動 をす るときに、 集 まろ うと思 っ

て もマ クドナル ドとかそういうところしかないんです よね、,

一 般 の会 議 室 を借1)る のは高 いで すか ら
。MIZYセ ン

ターで は、 ミー ティングルームを 青少 年 に無 料 で貸 しま

す,,も ちろん予約 は必要 です が。

　 MiZYの ビジョンは、1几iつの点 か らなっています。　 ・っ

めは、青少 年 専川 の空間 であること。9歳 から24歳 の青

少 年 が利 川 で きます。韓 国 で は法 律 で9歳 か ら24歳 ま

でが 青少 年 と決 まって いるんですね。世 の中 には未 成 年

、γ1ち入IJ禁1ト の場 所 はい一)ばいあ1)ますが、　MIZYは 反

対 に 「成 年 立、ち入 り禁 止 」 です。h少 年 たちが自分 たち

の場所 につ いて、責任 を持 てるようにするためです。職 員

たちもそろそろ定年 だね、なん ていわれてますが…(笑)。

二 つめは異文化 と出 会 う空 間 であること、 三 つ目は異 なる

文 化 が共存 する空 間であること、 そして最 後 が情 報 を交

換 する空 間 であることです,,

　 い ま青 少 年 が　 .:好 きなの は、 コンピュータを仙 って

何 か を作 ることです。コンピュータを通 して人 と山会 うこ

ともで きるし、 情 報 を交 換 す ることもできる。コンピュー タ

お よび インター ネットの活 用 は、 た とえば2002年 のサ ッ

カー ・ワーノレドカッフの ときに、人が100万 人 以isま っ

てみんなで応 援 したのを皆 さん テレビでご覧 になったと思

い ますが、 これ はサポーターたちがネットで情 報 を流 し、

李':til:j¥イー ・ジンウォン)/LEE　 Jin-won

吉岡洋

情報 科学芸 袖大学 院大学 教授 著者 に 『晴報 と牛命」 『偲 態 〉の現

在形∠な ど 批評;.、1=D[atxt.』の編集 長を怠TI」か ら8号 までつ とめる

「京 都 ビエンナーレ2003」 のデ ィレクター

YOSHIOKA　 Hiroshi

Prafnssor　at　ih(・Institute　of　Advar〕c(〕d　Mcd「a　Arts　and　Scbnccs!IAMASI

Ma　or　publicali()ns　include　Joho　ro　Se〃neノ,.Sn/SOU'no　 Genzaiker,　eしc.　He

has　bcr.∩the　Fditoi　In　C;hicf　of　the〔'r　tical.⊂}IR　nal　O/a(xt.(up　 to　thG　8th　SSUCj,

and　the　d　rector　of　the　Kyoto　Hicnna!c>003
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集 合 したん ですね。 もうひ とつの例 は、ノ・ムヒョン大統 領

の当選 です。ノ ・ムヒョン大統 領 は インターネット・コミュ

ニティにサポー トされて、全 国 で人気 が出 て大統 領 になっ

たとい うことで、 韓.国 でネット文 化 を研 究 す る人 たちの間

で大 きな話 題 になりました。

　 MIZYで もインターネットが で きるような コンピュータ

が50台 ほど用意 され ています。講 演 とか、展 示 とか、あと

とくに国 際 交流 とかの資 料 を集 めて貸 し出 しています。わ

れ われは、 様 々な機 能 を持 つ 育少年 の総 合 文化 空 間 を

日指 して、カフェを運 営 しています。

吉岡:2000年 の冬にMIZYセ ンターを訪ねたとき、いち

ばん印象に残 ったのは、 そこで会 った高校生が学校に行

かないで、MIZYセ ンターで出版物を作 ってることなん

です。学校 における、学生の人権の問題 についての雑 誌

を編集 ・出版 して、テレビなどにも取 り上げられていまし

た。面白いですね、 と菖ったら「いや、でも親から電話が

かかってくるんですよ。早く学校 に行 かせてください」 と

(笑)。運営側も、親や学校ときちんと向き合 う姿勢がな

いとやっていけないと思いました。

　それでは、次にジャクリーヌ・ベルントさんにお願いします。

ジャクリーヌ・ベルント:結論から先に述べさしていただ

きます。私の経験 を通じて、異文化 コミュニケーション、異

文化 との接触と,㌃うのは教 育の中核です。あるいは、異文

化、異文化 コミュニケーションを中心 としないかぎり、教 育

に将来はないと思います。しかし「異文化」と言うとき、 外

国、 国家に限 らないと言う点を強調したいと思います。日

本語で異文化 と言うとたとえば 「ドイッ人」と 「口本人」

のようになってしまうのですが、 私が授業をするときは「個

人」を見ます。「日本人」だとはあま')意識していません。

　学生 もそうみたいです。私 は最近 レt一 トを書 いてもら

う代 わりに、 講義について ・人 ・人20分 ほどの口答試

験 を行 っています。それで一番最後に 「私がガイジンで

あることをどう思いますか?　 意識 していますか?」 と聞

きますが、 「別 に」と誌う感 じですね。つまり教室で異文

化 と、鴇 のは、日本人対 ドイツ人というより、年齢のギャッ

プ、ジェンダーのギャッフ、私が大学でマンガ論をやって

いること、 そういうことが異文化ですね。たとえば言葉 にし

てもそうです。ある時うちの院生の一人が 「ベルントさんに

対 して使う口本語 と、他 の口本人の先生に対 して使 う口

本語は違う」と言いました。口本人の先生ならもっと曖昧

な感情的、あるいは感想的な表現で話すのに、私はいつ

も 「もっと明確 な,藻 にしてください、 アウトサイダーにも

通 じる,傑 を使ってください」という要求をしているわけで

す。もちろん私白身の日本語力の限界のためでもあるんで

すね。日本 の社会 も複雑になってきているので、〈以心伝

心〉だけでは通じない場合が多 くなってきたと思います。

自分 とは異なる人のために、伝 えたいことを明確 な言葉に

置 き換 えてみる、という努力が必要だと思います。

　 つまり異文化とはもちろんナショナルな、民族的な問題

を抱えていますが、それに限らないのではないでしょうカ・。

少なくとも具体的な人間関係において、 目常生活におい

てはそうだと思 います。確 かに目本に住んで、日本で働 い

て、 口本で税金を払 っているのに、何で選挙権 がないの

か、何 で自分が払 っている税金 が米電に渡されるのか不

思議に思 う時 もありますけど、日常生活には直接関係 して

こないでしょう。ただし、 学生 と違って同僚 の先生 との関

係になれば、日常的にも国民性、民族性が絡みやすいで

す。それが権力関係におけるツールにもなるからです。先

日、 日本の占典文学をやっている先生 に 「日本が嫌 いで

すか?」 と聞かれたんです。こういう風 に聞かれたらもうコ

ミュニケーションは無理 でしょう。口本のどこが嫌 いだとか

好きだとかβうと、話が大きくなっちゃうんですね。マスコ

ミは、ガイジンがするそういう話が大好きです。

　 自分のアイデンティティとしても、 私は実は自分のこと
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を ドイツ人 とはみ なして ないです,、ベノレリン人 です,そ し

て ヨーロッパ人 です,、ドイツの パ スt一 トを持 ってい ます

が、　ノJ、さいころの記憶 とか好 きな食 物 とかは、　[町とつな

が ってい ます。そして矢Ll11`Jな面 で は、　 ヨーロッパになって

い ます。ドイッだって地 域 や社 会的 な背 景 によって、様 々

な文化 が 存在 しているのではないかと思 います、,でも日本

にいると、目本人 かドイツ人 か、そういうネイションによって

判 断 されて しまう、,一方 私 自身 も、疲 れてユーモアを持 て

な くなった時 な ど、 そういう風 になっちゃうんですね、,それ

に対 して口本 人 と結 婚 している友 達 は、　 ・生 口本 で暮 ら

すわけですか ら、 「日本(人)と はこうである」とい う,㌃い方

を慎 重 に避 けています。

　 人 学 とは私 にとって、様 々な表 現 、伝統 を批 判 的 に言

語 化 する場 です、,少な くとも人 文 科 学 においては そうです

ね、,大学 での研 究 も教 育 もアー トも、 完 全 に経 済化 でき

るはずは ないと私 は思 っていま洗,し か し文 部 科 学 省 の

科 学 研 究 費 をは じめ、 いろんな研 究 費 を中 請 することに

なっています。なんで もか んでも経 済的 に証 明 された ら計

算 しやす いです からね。税 金 を払 っている人 たちにも、 報

告 しやす くなります、,けれども、これ は本 当に望 ましい状 況

で しょうか、,完全 に経 済 的 になって しまえば、 結 局 の とこ

ろ同 じようなものが反復 され るばか りになるのではないか,,

そういう恐 れ があ1)ます、,しか しこういう問 いを投 げかける

時 、私 は きわめて ヨー ロッパlll心 宅義 だと批 判 され るかも

しれ ません。.異文化 コミュニケーションとは私 にとって、何

か特 別 なテーマなのではなく、 教 育、 研 究活 動 のすべて

の局 面にかかわ ってくる問題 なので す。

ジャックリー ヌ・ベルン ト/Jaqueline　 BERNDT

Lcc　 Jinwoll　 from　 the　 youth　 center　 MIZY　 in　Sc(》ul　and

Jacqueline[3erndt,　 who　 reaches　 Japanese　 modern　 culture

and　 art　at　Yokohama　 vational　 thiiversity,　 have　 joined　 us

for　a　discussion　 cm　a・oss-cultural　 encounters.

Thc　 visi(.}n(.)f　MIZY　 centcrs　 OR　 thc　 rulcs　 that　 n(.)adults

are　allowed　 on　 the　 premises,　 that　 YIIZY　 is　to　be　a　place

to　encounter　 and　 coexist　 with　 different　 cuhures,　 and　 that

it　serves　 as　a　forum　 for　information　 sharing.　 What　 young

pcoPlc　 Cl1JOy　m()ST　 alt　thc　 Il101ttl'llT　is　crcating　 things、vith

computers,　 hecause　 through　 the　computer　 they　 can　 meet

people　 or　exchange　 information.

Jacqueline　 Berndt　 sees　 no　 future　 in　education　 that　 does

not　 draw　 upon　 other　 cultures　 and　 cross-comnuuiication.

"Iwant　 to　stress　 that　 the　 term'other　 cultures'is　 not

confined　 to　other　 countries　 and　 nations.　 In .Japanese,

the　 term'other　 cultures'tends　 to　refer　 to'Germans'and

'Japanese'
,　for　 example,　 but　 when　 l　teach　 a　class　 l'm

looking　 at　individuals.'Other　 cultures'involve　 national

and　 ethnic　 issues,　 but　 this　doesn't　 have　 to　be　a　problem,

especially　 not　 in　concrete　 relationships　 and　 in　everyday

living.　 For　 me,　 cross-cultural　 communication　 is　not　 so

Inuch　 a　theme　 of　its・wn,　 as　it　is　a　pr()blem　 c・nccrning

education　 and　 research　 in　general."



ワー ク ショップ トーク 「メ デ ィアで地 域 と対 話 す る」/

Workshop　 Talk[lnteraction　 with　 the　Region　 through　 Medial

水 行 く旅 の記 一 俳 句 の 風 景/Diary　 of　a　journey　 on　water-Reflections　 on　 Haiku

パ オ ロ ・ロー ザ+横 山正/Paolo　 ROSA+YOKOYAMA　 Tadashi

2!29/13:00-13:40ソ フトピアジャハン　ソピアホール/Softopia　Japan　Sophia　hall

横 山:パ オロ・ローザ さんは、ミラノを拠 点 にしているメデ ィ

アアー ト・グループ、スタジオ ・アッズーロのlll心 メンバー

として活躍 してお られ、 アッズーロの作 品 は日本 で も多 く

の展 覧 会 で紹 介 され てい ます。パ オロさんにとって人垣

は、1999年 の第3回 世 界 メデ ィア文化 フォー ラム　「イン

タラクション」 での展 示、2002年 にソフトピアで開 催 さ

れた視 覚 芸 術 に関 す る電 ∫画像 国 際 会議(EVA-GIFU

2002)で の レクチャーに続 き、3度 口の訪 問 です。

今回 のワー クショッフは、パオロさんが教 えてisら れ るイタ

リアのブ レラア カデ ミーの学 生7人 と卒 業 生 の倉 知 宏 幸

さん が率 いる大 阪 電 気 通 信 大 学 の学 生3人 、IAVIAS

の学生4人 が一 緒 になって10目 間 で作 品 を作 るというも

のでした。学 生 にとっても、学 校 間の交 流 としても、素 晴

らしい機 会 にな りました。

また今 回、 学生 たちのア イデ アをうまくひきあげ ・つの作

品 にまとめあげてい く教 育者 としての パオロさんに接 す る

ことがで き、 とても感 激 しました。ミラノでもこういったワー

クショッフは よくされ ているの でしょうか?

パオロ・ローザ

=界 的に有名なメディアアート・グルーフ、 ミラノを摂誕地とするス

タジオ ・アッズー 口の=心 的な存 左で、ブレラ ・アカデ ミーのメディア

アート郵門の†任教後

横山正

IAMAS=`　 建築学丸出身で=i'の 空間5ミ閑係の著作が多い.寿

潟具新注〒の美1;の 設:十と企直運営にかかわった際、スタジオ ・

アッズー口の天蔑嘆な展重会　21_=の 訣像袖詰 融って諮んで声

かけて.を手がけた.

Paolo　 ROSA

Central　 memo〔}「o「Studio　 Azzur「o,　 an　 nternat:onally　 a〔1〔:la　med　 m〔x」aart

groL'P　 based「n　 M!an,　 and　a　sen30r　 prQfe990r　 of　rlledgatat　 Brera八 ⊂a⊂」ell1Y.

YOKOYAMA　 Tadashi

Presdent　 ni　I八MAS,ト1e　 ha$publshed　 nUnlEiOUS　 wr　 In⊆JS　o∩the　 hlstOry　 of

spa(:al　 cく)ncepts、 　He　 dBSyned　 arl　arl　museum　 n　N　ltsu、　N　3gata、　and　 worked

on　 or.clan7aτon　 of　the　Iarge　seal〔}e×h　b't`on　of　Sτud'o　A77urro,八4レ 〆rh　rhノ.θ`ノgh

〃η∂gcs　A7フ7st　 century　 rα ノCh,　t/'o∂〔/∂η(ノc∂〃 α ノrノ.

パ オ ロ:イ タリアだけでなく、ヨーロッパIIIで やっています。

でも、大 垣 でのワー クショップはとくに難 しかったです。:

つの異 なった グルーフが ・緒 にや るということ、 俳 句 とい

う私 に とって遠 い存 在 をどう捉 えるか とい うこと、 ヨーロッ

パ と違 う環 境 で生 活 しなが ら制作 するとい うことが大 きな

課題 で した。

横山:タ イトルは「水行く旅の記」ですが、 これは芭蕉 の

一奥の細道 一の旅 と大垣 の美称である水都から連想され

たのでしょうか。パオロさんが付けられた副題 は直訳する

と、 「俳句についての省察」といったところでしょうが、 日

本語では「俳句の風景」としました。



パ オ ロ:も ちろん 「.奥の細 道..か ら来 てい ます,,

俳 イリについてのデ ィスカッションをしているうちに、 まず 一{

っの要 素、橋 、水 、舟が、抽 象 的 なものとな って、どん どん

俳 句 から離れ ていってしまったんです。そして、ようや くl

HHに して、橋 、舟、水 の指 すものが何 か掴 めてきました 、

舟 が、余 寒 、すなわち春 が来 たがなお まだ寒 い、その雰1川

気 に包 まれ ているということで す,,そ こで生 まれ た俳 句 を

紹 介 しましょう,,

II　freddo　 rimasto　 nclla　 barca

Vibra　 it　riflcsso

Ncl　 sospiro　 dcl　 pontc

ヰ喬rliゴ趣、　 ゆ らめ くソ丘　　1{」JJI

横山:暦 では春 とはいえどまだ寒 い季節、橋の1吐息のなか

に舟が憩っているという情景ですね。

バ オ ロ:ま ず橋 が あり、そして水 の反 射 とともに屋 形lij・が

あ ります 、橋 には水 而 に映 像 を投影 する3つ のフロジェク

ターが あります、、フロジェ クターか ら川 る映 像 に手 をか ざ

す と、画像 が変 わる仕 組 みにな一)てい ます,,そ れが 舟の夢

なのです。触 ることで生 まれるバ ーチャルな夢 が大垣 の夢

で もあると考えたのです。その夢 のなかには水 や街 の風 景

が現 れ ます。視 覚 と聴 覚 によって舟 と橋 の関 係 を語 れた

のが楽 しかったですね。

伝 統 的 な俳 句 とfIわ れ てL・るもの には人 は登 場 しませ

ん,u然 が ・番 大 事なわけです、,しかし、 手をさしのべる

ことで、夢 を見ることが出 来 る、あるいは夢 に介入 すること

が出 来 るわ けで す,,それ は;c:h・tiになって しまうか も知 れ ま

せん が(笑)。

何 よりそれ ぞれ 異 なった.考え方 を持 つ イタリアと日本 の

チームが、 話 しあいなが ら作 りLげ たことが 　・番 人 事だ と

思 っています、、その過 程 で 「知 らない」ものを教 えな くては

な らなか ったことが印 .象に残 りました,,「矢「1らないというこ

とを矢口る」ということは、 ソクラテ スの思 旭1と禅 のノ忍旭1カゴ ・

致 す るところと思 います,こ れが ワークショフ:のもうひ とつ

の成 果 だったと思 います。

Paolo　 Rosa　 is　the　 central　 member　 of　 Studio　 Aznu-ro,

an　 intel・!1atio11allv　 1・ellowned　 N4ila11-based　 media　 arT

group.　 This　 time,　 seven　 students　 from　 Brera　 Academy,

three　 people　 from　 the　 University　 of　 Osaka　 Llectro-

(.:Onln1UnlCffOO11,　 and　 FOU!'　LへN'1、へS　stUdentS　 participated

in　a　lO…day°workshop　 To　 create　 a　collaborative　 work.

For　 both　 students　 and　 machos　 it　wとls　all　excellellt

opportunity　 for　intcracadcmic　 cschangc.

"lt　
was　 a　big　 task　 to　work　 with　 two　 different　 groups　 at

once,　 live　and　 produce　 in　a　new　 environment,　 and　 deal

twith　Hail<u,　 a　fo['1n　oF　poerry　 i　wasnlr　 Fallliliar　with.°

111(r`ワ ・加9ω1`1し1'7・ 加LI　 1ノ〔,`1'

T'ノ`ノ1で 〃(ノぐ'め'1tail刀'`rtes

1〃`1∫19ん ぐ,1'1乃`めr'`19(・

There　 is　a　bridge,　 a　boat,　 and　 the　reflection　 on　 the　 water.

Three　 prolectoi's　 are　 throwing　 i11.〕ages　olltoτhe　 water

Sしlrf三1CC,　　、、ノ11icll　　cl1三1】19C　　、vl1C旦7　　at　　l1.1[1しl　　is　　hclしl　　i!〕t(》　　亡hC

Pr()jccti()11.　[t　iS　tl　(」rC三ユ111　()f　a　l}()atう　1　(」rrtn1　 (}f　()gaki.

People　 holding　 out　 their　 hands　 can　 see　 the　 dream,　 and

mrervene　 n/it.



シ ンポ ジ ウム2「 メデ ィアで 地 域 と対 話す る」ワー クシ ョップ トー ク/

Symposium2[lnteraction　 with　 the　Region　 through　 Media]Workshop　 Talk

都 市 をよ む:お お が き/Reading　 the　city:Ogaki

吉 岡洋/YOSHIOKA　 Hiroshi

2/29　 13:50-14:30/ソ フトピアジャハン　ソピアホール/Softopia　Japan　Sophia　hall

http://readingthecity.org/

エ リック ・マイエ

メデ ィアアー ティス ト マルセ イユ美 毎大学 で教勲 をとる インタラク

テ ィヴィティを反釜≡勺にとらえる辺 ξ≡をフランスを』心に数 多くiE=/.!X

一
只郡 ビエンナー レ2003一 では、今.一.T=_で 冬われるワー クショップの

フロトタイフとなるReadincd　 the　City:KyotQ一 を行な った

Eric　 MAILLET

MedaarCst　 teasnny　 at　Nlarse!les　 Collec7n　 of　Art.　Ho　 has　 creatod　 numerous

、vor'kg,∩ 、anly　 ∩　卜「'AftC(三、　nclu〔ln9　 〔:D　HOME「'ご 三Flecτ∩9　0r、　∩terlacτvty,

and　 rnulCmeda　 nstallaCons　 usng　 v　deo.　 Dur　ng　 Kyoro　 E3ienna!e　 2003　 he

conduct〔 疋I　iFl〔.、vorkghop　 Read　 nq　 the　C'cy:Kyoτo,aprototype　 of　lh〔71aτ〔'r.

、vorksト10p　 n⊂);〕とlk.

このワー クショッフはもともと、マルセイユ芸術 大 学 で教 え

る友 人 のエリック ・マイエ と二 人 で考 えてきたもので す。

2003年10月 の 「京 都 ビエ ンナーレ」 で、 最 初 のワー ク

ショッフを行 いましたので、大 垣 での今 回は二回 目です。

エ リックの同僚 ジャン=ク ロー ド・ルジ レッロ、技 術 者 のヒ

エール ・ティエ リ、それ とマルセ イユ芸・術 人学 か ら学 生:

人 が訪 れ 、IAMASは じめ口本 の学 生 た ちといっ しょに

千∫いました、、

　 ワー クショッフは、 動 画 送 信機 能 を もつ携 帯電 話 を用

いて行 われ るものです。学 生 や 若 いアーティストたちが、

二人 ないし三 人 のチームを作 って、 各 チームに ・台 の携

帯 電 話 が渡 され ます。そして彼 らに、 エ リックとジャン=

クロードと僕 とで作 った課 題 を、携 帯 の メー ルを使 って各

チームに送 信 します,,課 題 といっても何 かを見 つけてこい

というような具 体 的指 令 ではなくて、 「都 市」をめぐる謎 め

いた文 半1です。予 定 では、 それが昼 夜 を問わず8時 問 毎

に送 られ てくることになっています。各 チームは、 その課題

への答 として動 画 を撮影 し、 それ をあらか じめ設 置 してあ

るサー バーに送 信 します、,すると送 信 され た時 間順 にその

動 画 が 蓄積 されて、il∫生 すると一 続 きの映1由iのようなも

のがで きます。

　 サーバに蓄積 された画 像 は 「Reading　 the　Cite」 σ)

ウェブサ イトで見 ることが で きます。つ ま1)ワー クシ ョッフ

の期 間 中 も、各 チームはある課 題 に対 して、他 のチームが

それ まで にどんな動 画 を送 一)てきたか を確 認 することもで

きるわけで す、,それを見 て白分 たちが送 るイメー ジを考 え

てもいいし、 まった く見 ないで撮 影 してもかまい ません,、重

要 なことはある時間 内 に、 今 自分 たちが いる場 所 で、 とに

か く課 題 に対 して何 か を撮 影 して送 るとい う即 興 性 にあ

ります。

　 エ リックに よるとこのワークショッフは一iつの.要身ミか ら

成 り立 っています。まず、 最 新 のテクノロジー を、消 費 者

向 けに指 定 され た使 い方 とは違 うや り方 で使 うとい うこ
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携 帯 電 話 を 使 っ た 共 同 制 作 ム ー ビ ー 「Reading　 the　 city」

　 Reading　 the　city,　a　collaborative　 movie　 made　 with　 cellular　 phones.

とです。　 ㌃つ口は、都 市を内部から 「読む」 ということで

す。エリックはロラン・バルトの「神話作用'や レム・コー

ルハースの著作を参照 しながら、都 市というものを上から

概観するのではなくて、 むしろその迷宮のような内部にわ

け人って、細かな断片やディテールをつなぎ合わせること

で、都市の在 りようを浮 かび ヒがらせようと考えました。

三番口は 「異文化 の出会い」ですJワ ークショップのメン

バーは、 文化や言語を異にする人々です。外国から訪れ

た学生は、 京都のような有名な観光都ll∫ならあらかじめ

あるイメージをもっていますが、大垣にっいてはほとんど先

入観がない。そこに突然飛び込んできて、 言葉がスムー

ズに通 じないメンバーがチームを組 んでやるという点に重

要性があります。

　今回は株式会社NTTド コモの協力をえて、携帯電話

を無料 で借 り、 通信料 もサポートしてもらいました。半年

前に京都ではじめて行ったときと比べて、画質が向上して

いて、 とてもクリアーな映像 を送 ることができました。とこ

ろが今回は途中で、 課題を出 してもなかなか1由「像が送ら

れてこないという問題が起 きました。エリックとぼくは相談

して、これは一回ミーティングをしないとだめだということに

なりました。それで参加者たちに聞いてみると、 撮影 して

もなかなか送る決心がつかないというんです。このワーク

ショップでは個々の映像の質より、俳句の会のように即答

する必要があるのですが、 今回画質が向 ヒしたために、

どうしても映像 としての完成度が気になってしまうんです

ね。いわばテクノロジーの進歩 で、かえって即興1生が損 な

われるという皮肉なことを経験 しました。

"This　 workshop　 is　the　 brainchild　 of　ine　 and　 my　 friend

Eric　 MAILLET,　 a　teacher　 at_'vlarseilles　 College　 of　Art.

He　 brought　 along　 his　colleagues　 Jean-Claude　 and　 Pierre

Thierry,　 and　 two　 students　 to　participate　 in　the　workshop

together　 with　 IAYIAS　 and　 other　 Japanese　 students.

Teams　 of　 two　 or　 three　 were　 given　 cell　 phones　 with

videく)trallsnlissi()11　 functions.　 Eric,　 Jean-(:laude　 and　 I

sent'riddles　 on　 the　 city　 to　the　 teams　 every　 eight　 hours.

The　 teams　 would　 reply　 in　the　 form　 of　video　 clips　 to　 a

server,　 and　 all　video　 clips　 could　 then　 be　 played　 as　 one

COriTIRUOUS　 1110VIC.

The　 workshop　 was　 based　 on　 three　 central　 ideas.　 The

first　was　 to　 use　 technology　 in　a　way　 different　 from　 its

marketed　 use.　 The　 second　 was　 to'read'the　 city　 from

inside.　 Eric　 wanted　 to　 assemble　 a　picture　 of　the　 city

from　 snapshots　 of　its　labyrinth-like　 confines,　 rather　 than

creating　 an'overview'.　 The　 third　 element　 was'cross-

cultural　 conununicatioii."



シ ンポ ジ ウム2「 ア ー トで 異 文化 と出 会 う」/

Symposium　 2[Encountering　 Other　 Cultures　 through　 Art]

チ ャンダ ・メ ンヤ 、パ ス カル ・ボ ー ス、ミル トン ・ソガベ 　 モ デ レータ:吉 岡 洋/

Chanda　 MWENYA,　 Milton　 SOGABE,　 Pascal　 BEAUSE　 Moderator:YOSHIOKA　 Hiroshi

2128/13:00-14:30/ソ フトビアジャバン　セミナーホール/Softopia　Japan　Seminar　hall

チャンダ ・メンヤ

ザ ンビァ のカッパ ー ベル ト州 生 まれ、UNESCO　 Digltal　Art　Award

2003を 受賞、2003年10月 か ら半年 間、レジデンシー ・アー ティス ト

としてIAMASに 滞在 、

ミル トン ・ソガベ

芸術 と科学 、技術 の関係をめぐる映像 研究 者、アーティスト。サンパ

ウロ州立 大学Art　 lnstituteで 教鞭 をとる。1996年 以降 はSCIArtsグ

ルー プに参 加して活 動。

パ スカル ・ボー ス

美 術評 論 家 、 お よび フリー ラン スのキ ュレー タ.現 在、ECAL、

UniversitY　of　Arts　and　Design(ロ ーザンヌ)教 授、バ レ ・ド・トウキョ

ウPavillon(バ リ)客 員教授 、

Chanda　 MWENYA

Born　 1976　 in　the　Copperbelt　 province,　 Zambia.　 Winner　 of　the　UNESCO　 Digital

Art　Award　 2003.　 He　 stayed　 at　IAMAS　 as　a　residency　 artist　for　six　months

from　 October　 2003.

Milton　 SOGABE

Imaye　 researcher　 and　 artist　txriwex:n　 arUscience/lex;hnolcx7Y.　 Teacher　 al　the

State　 University　 of　Sao　 Paulo,　 Art　Institute.　Since　 1996　 he　has　 been　 working

with　 the　SCIArts　 yroup.

Pascal　 BEAUSE

Art　critic　and　 freelance　 curator　 He　 is　a　professor　 at　ECAL,　 University　 of　Arts

and　 Design,　 Lausanne(Switzerlandl,　 and　 a　visiting　professor　 at　Palais　de　Tokyo

Pavilion,　Paris.

チャンダ ・メンヤ:文 化は人間の産み出す最高の果実

で、それは人間の行動、伝統、稠慣、話し言葉などによっ

て伝えられます。伝統芸術、たとえばアフリカの彫刻は、

豊穣を祈 る儀式や成人式において、 共同体の中で重要

な文化的役割を担 っています。それらを見ることで、背後

にある文化 を理解 することができます。私自身、京都 ビ

エンナーレを訪れて三味線の演奏を聴 いた時、日本 の伝

統 を経験 することができたと思いました。アフリカの文化

も、たとえ言葉が分からなくても、儀式、詠唱、太鼓 の演

奏 などを通 じて経験 することができます。私の作 品はコ

ミュニケーションに焦、点を当てたものですが、またアフリカ

文化におけるテクノロジーの影響ということも理 解しようと

しました。太鼓 は、 アフリカの伝統社 会においてとても重

要 なコミュニケーションの道 具でした。様 々な演奏が存

在 しており、それらを演奏 し分 ける技量がとても重要だっ

たのです。結婚式、葬式、 また村が攻撃されたときに演

奏 される特別 なコードがありました。しかしコンピュータ

やインターネットなどのテクノロジーが入 ってくると、もはや

太鼓は人々が自由にコミュニケーションする手段 ではなく

なってしまう。私 にとって文化的統合 とは、一方の文化 を

殺 すことです。異なった人々が相互作用すると、伝統 文

化は失われます。

ミル トン ・ソガ ベ:私 のワー クショップ 「メデ ィアを遊 ぽ

う」では、 アーティス トが メデ ィアをどのように使 うかという

ことを示 しました。アー トには、 ルールや決 まりはあ りませ

ん。アーテ ィス トは メデ ィアの機 能 を逆 方 向 に使 うことを

よく行 います。五 口間の ワークショップで、私 たちはコピー

機 写 真 、ファックス、ビデオを、普 通 ではないや り方 で使

い、そうしたメディアの中 に潜 む表 現 的 な可 能性 を探 究 し

ました。

　 たとえば コピー機 はイメー ジを複 写 するだ けで はな く、

瞬 時 に イメージを作 り出 せるのです。歪 めた り、 重 ね た
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　　　　　　　　/Sr.異が 生 きる場 所 をもとめて

Assembling　 places　 where　 differences　 thrive

り、暗 くした り明 るくした りすることで、 詩的 な表現 の 可能

性 が開 かれ ます。と同 時 に、思 いがけないこと、偶 然生 じ

ることの大 切 さがわか ります。機 械 と「対 話」することが 弔

.要なので す。

　 電 子 的機 械 は過 去の機 械 とは異 なってい ます。 とい う

の も、 それ らは一 種 の言 語 によって、 プログラムに よって

動 くからで す,,ラ ンダム ネスもプログ ラムとしての み存 在

します、,だからアーティストもプログ ラムを組 んだ り、 コン

ヒュータの標 準 的 な構 造 を組 み変 えて新 しいハー ドウェ

アを作1)出 す ことで、 物 理 的 世界 を心的L界 へ と詩的 に

結 合 するのです。

パ スカル ・ボ ー ス:「 パビリオン」は、パレ ・ド・トキョウに

2002年 の初 めに開校 した現 代 美 術 センターの大学 院 課

程 で圭,中 心 になるコンセプ トは、 異 なる文化 の山会 い と

い うことです。旅 をす るワー クショッアがあ り、 そこでは学

生 と教 授 たちが異 なった環 境 の変化 を経 験 します。た と

えば去年 は、ベ トナムに行 きました。そこで重 要 なことは、

白分 たちの期待 、経 験 、記憶 の間 に存 在 する距 離 を前景

化 して、新 しいものとの結 びつ きを作 り山すことです。自分

たちが無 理 解 であることを意 識 化 することは、異 文化 間 の

距 離 を経 験 す るために弔要 なの です。未 来 の学 校 とは私

にとって、 このパ ビリオンの ように、 もはや学校 で はないも

の、イ回∫か新'しい ものです。フーコーの,脅 「ヘテロトビア」

(.異所)が 、 学 校 というものの新 しい地 位 にふさわ しいモ

デ ルとなるか もしれ ません,そ の意味 で、 誤 解 をも異文 化

との山会 いの一 部 として受 け入 れ ることによって、 異文 化

間 のコミュニケーションが生 じるのだ と思 います。

Chanda　 MWENYA:"Culture　 is　the　 greatest　 fruit　 of

human　 creation,　 being　 passed　 along　 through　 human

actions,　 traditions,　 customs,　 and　 spoken　 languages.　 My

work　 considers　 the　 influence　 of　 technology　 on　 African

culture.　 The　 advent　 of　computer　 anti　 lnternet　 technology

rendered　 du　 drain　 useless　 as　 a　conununicatio　 tool.

Mixing　 cultures　 means　 also　a　loss　of　traditions."

Milton　 SOGABE:「 「111　my　 5-day　 workshop　 IART　 and

MEDIA:playing　 with　 equipments'Iexplored　 the

expressive　 potential　 lying　 dormant　 in　copy　 and　 fax

nraehines,　 photo　 and　 video　 cameras.　 Photocopiers

can　 instantly　 create　 images,　 whereas　 various　 poetic

expressions　 call　 be　 achieved　 through　 adlustillg　 the

SettillgS.(〕()r[lr[:[し1111CflY1()11　with　 1111CIlll1CS　iS　irnlつ()rtant.1'

Pascal　 BEAUSE:"The　 concept　 of'Pavilion'focuses　 on

encoueiters　 with　 foreign　 cultures.　 I　think　 the　 school　 of　the

future　 will　be　different　 from　 a　school　 in　the　 conventional

sense,　 more　 like　 what　 Foucault　 calls'Hererotopia'.

Cross-cultural　 commullicatioll　 is　o111y　possible　 whell　 the

misunderstanding　 of　foreign　 cultures　 is　beil19　 accepted　 as

olle　aspect　 of　dealil19・vith　 them,'「

♪ ノ1　 ノ　㌧,:1ホ ノ/ ハRT　 and　 IVI[ulハ.　 pldylr1U　 vvluluqulp【11urns





ワ　 クショップ/Worlくshop

ワー クシ ョップ/Workshop

　　　　　　「メデ ィア を遊 ぼ う」/"ART　 and　 MEDIA:playing　 with　 equipments"　 　 　 　 　 　 　 　 {14}

　　　　　　「水 行 く旅 の 記 一 俳 句 の風 景 」/"Diary　 of　a　journey　 on　water-Reflections　 on　 Haiku"(16}

　　　　　　「都 市 をよむ:お おが き」/"Reading　 the　city:Ogaki11　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 {18}

こども ワー ク ショップ/Workshops　 for　children

　　　　　　「ね ん どアニ メカフ ェ」/"Clay　 Animation　 Cafe"

　　　　　　「プ リフリボ ックス」/"Let's　 make　 a　sound-box"

　　　　　　「八 イ!地 ～ 図!!～ オモ シロカ メラ による街 の 観 察 ～」/

　　　　　　"Say　 CHEESE!Exploring　 the　Surrouding　 World　 with　 Fun　 Cameras"
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市がまちづくりの市民活動に提供している空き店舗と百貨店のフロアで、市民活動家の応援 も得てこども向けの

ワークショップを開催、映画もここで上映しました。またエリック・マイエを迎えてのワークショップは、大垣市 内

全域を対象として行ない、パオロ・ローザを迎 えてのそれは、イタリアン ・カフェSugoの2階 を閉店時に使用し

て制作、完成 した映像 を水門川の虹の橋から水面に投影しました。

Film　 screenings　 and　 a　 community-supported　 workshop　 for　 children　 took　 place　 in　vacant　 spaces　 of

shops　 and　 one　 floor　 of　 the　 depertment　 store.　 Subject　 of　 Eric　 Maillet's　 workshop　 was　 the　 entire　 area

of　 Ogaki,　 while　 Paolo　 Rosa　 led　 his　 workshop　 on　 the　 second　 floor　 of　 an　 Italian　 cafe　 Sugo　 outside

business　 hours.　 The　 completed　 visual　 work　 was　 then　 projected　 from　 the　 Rainbow　 Bridge　 onto　 the

surface　 of　 the　 Suimon　 river.



こどもワー クシ ョップ/Children's　 Workshop

「ね ん どア ニメ カフェ」 「プ リフ リBOX」/

Clay　 Animation　 Cafe　 and　 Sound-Box

トリガ ーデ バ イ ス(佐 藤 忠 彦 、 布山 タル ト、 遠 藤 孝

則、 櫻 木 拓 也)+エ レフ ァン ト(は しも とともこ、 ウエ

ヤマ トモ コ、小 林桂 子)/

Trigger　 Device(SATO　 Tadahiko,　 FUYAMA

Taruto,　 ENDO　 Takanori,　 SAKURAGI　 Takuya)+

Elefuntone(HASHIMOTO　 Tomoko,　 UEYAMA

Tomoko,　 KOBAYASHI　 Keiko)

2/27-29/ヤ ナゲン7『;皆催事場/Yanagen　 Department　Store,7th

Floor　Events　Square

会場 の ヤナゲ ン催 事場 に人 きな人 工芝 を敷 き、 その ヒに

設 置 した小 さなパオ(モ ンゴ ルの移 動 式 住居)の 中 でこ

ども向けワー クシ ョップを開 催 しました。 トリガーデ バ イス

による 「ねんどアニ メカフェ」は、 ね んどを使 って簡 単 にコ

マ撮 リアニ メーシ ョンカ汗乍れ る装 置 を使 い、　 好 きな形 を

作 ったり、 ねん ど板 の1:を 移 動 させ、 ボタンをホンと押 し

て撮影 し、 楽 しくアニ メーションの制作 体 験 が できるとい

うものです。エ レファントの 「ブリフリBOX」 は、聴 診 器 の

ついた丸 い透 明 のケー スに、 紙 や ビー ズな どのいろいろな

素材 を入 れ ケー スを振 って、 自分 が好 きな自分 だけの 音

を作 ります。会期 中 は多 くの こどもたちが 訪れ 、人n芝 の

上 でハ オに出た り人 ったりしなが ら、ワークショッフを楽 し

み ました。

Trigger　Device's　C(n)・ん7加1`τ';(171　Cafe　R'RS　a　workshop

designed　 to　teach　children　 how　 to　make　 small　cla}'

figures,　and　use　time-lapse　photography　 to　make　 simple

animations.;=lcfuntonc　 filled　a　hox　 with　an　attached

stethoscope　with　all　kinds　of　things,　to　create　a　musical

instrument　 with　a　unique　sound.　Visitors　could　shake　the

box　and　use　the　stethoscope　 to　check　the　sounds　 thep

were　pr(xjucing.
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ハ イ!地 ～ 図!!～ オ モ シロカメ ラによ る街 の観 察 ～

Say　 CHEESE!Exploring　 the　 Surrounding　 World

with　 Fun　 Cameras

カ ル シウム カン パニ ー/Calcium　 Company

2128-29/大 二:/¥=1>/Ogakl　City　Park

中 部 圏 をIl[心 に ワー クシ ョッフや イベ ン1・を開 催.す る グ ル ー

ブ、　 カル シウ ム カ ンハ ニ ー が 、　ヒ ンホ ー ル カ メ ラをf吏 っ た

ワー ク ショッフ.を開 催 しました。 大 垣 公 園 を会 場 に、 こども

た ちが 牛 乳 ハ ッ クで 作 っ た ヒ.ンホ ー ル カ メラ　 「ヒンキ チ」 を

持 っ て公 園 内 を散 策 し、 お 気 に入 りの 場 所 を決 め て撮 影

し、最 後 に現 像 した写 真 を使 って 地 図 を作 りま した,,

Calcium　 Company　 held　 this　 workshop　 usiub　 pinhole

cameras　 at　Ogaki　 City　 Park.　 Participating　 children　 made

ρノ〃た繭camer三lti()し1〔 ・f　enlpry　 milk　 Ctlt"C・ns,　and　 then

explored　 the　 park・ ・'・hile　taking　 pictui'es　 of　 thjllgsとmd

places　 thcy　 liked.





ミュー ジアム/Museum

グ ローバ ル ⇔ ローカ ル ・カル チ ャー展/Global　 and　 Local　 Culture

ビジ ネ ス文 化 の美 学 展/The　 Aesthetics　 of　Business　 Culture

変 容す る 自然 展/Transformative　 Nature

企画 展 示 「タイム ・マシー ン!」/"Time　 Machine!"

　　　　　　「楽 土 の 求め 方 」/"Seeking　 ways　 to　RAKUDO"

　　　　　　「iamasτV」/"iamasTV"

　　　　　　「オプ テ ィカ ル ・イ ンター フェー ス」/"Optical　 Interface"

　　　　　　「メデ ィア屋 台 」/"Media　 YATAI(street　 stalls)"Project

　　　　　　「カナ リア じかん 」/"CANARY　 time"

　　　　　　「アニ メー ションの タベ 「冬 の 日」上 映 会+ア ニメ制 作 体 験 コーナ ー」/

　　　　　　Animation　 evening"FUYUNOHI"Screening+Creative　 experience　 corner

　　　　　 "Untitled　 AD"

　　　　　　「bounce　 street一 弾 む街 角 一 」

　　　　　　「顔 俳 句 」/11HAIKU...　 and　 I　am　 a　part"

IAMAS2004別 館 「郭 」/IAMAS2004　 Annex"Kuruwa"
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駅前大通 り南端の近接する二つの空きビルが学生の手で改装整備され、 主要な展示スペースとなりました。旧

証券会社のビルは前年のユネスコとIAMAS共 催のコンペ入賞者の作品を含む 「グローバル⇔ローカル・カル

チャー」展 と「変容する自然」展の会場に、旧十六銀行のビルはIAMASの 学生や卒業生の作品の並ぶ 「ビジネ

ス文化の美学」展の会場になりました。このほか、駅前大通を中心にきめ細かくさまざまな空間を使用し、さらに

移動展示の出来る 「メディア屋台」も登場しました。

Students　 remodeled　 two　 adjacent　 vacant　 buildings　 south　 of　 Ekimae-dori　 Road　 into　 exhibition

spaces.　 Shown　 at　 the　 former　 financial　 company　 buildings　 were　 Global　 and　 Local　 Culture,　 an

exhibition　 introducing　 among　 others　 prize　 winners　 of　 a　competition　 UNESCO　 and　 IAMAS　 co-hosted

the　 year　 before,　 and　 Transformative　 Nature,　 while　 IAMAS　 students　 and　 graduates　 presented　 their

works　 in　The　 Aesthetic　 of　 Business　 Culture　 in　the　 old　 Juroku　 Bank.　 Other　 events　 included　 shows

utilizing　 various　 spaces　 along　 Ekimae-dori,　 and　 in　addition,　 exhibitions　 on　 the　 Media　 YATAI　 mobile

display.



グ ロー バ ル⇔ ロー カル ・カル チャー/Global　 and　 Local　 Culture

2121-3/7/　 　iL'.;.罫 一「,≒窄再/Fornier　 orrI〔.e()l　Shnko　 Se〔.ur　tF

2003年 夏、IAMASと ユネスコが共同で行った国際メディアアートコンテストの入賞者の作品が展示されました。

この「UNESCO　Digital　Art　Award」 は、情報社会を革新的で芸術的に洞察するデジタル ・アートを促進することを目的とし

ています。これは10年 前に東山魁夷画伯によって創設された 「ユネスコ芸術奨励賞」の特別部門として、毎年世界各地の研

究機関をホストにして行われているものです。

　2003年 度は、若いアーティストに文化の多様性、デジタル多元主義、社会的相互作用といったテーマについて考え、これ

らのテーマを反映するメディアアート作品のプロジェクトを提案してもらう目的で開催されました。最優秀賞を獲得したチャ

ンダ・メンヤによる 「Caught　in　the　web」 は、　IAMASの アーティスト・イン・レジデンス・プログラムの6カ 月にわたる滞

在期間において実現されました。

Exhibition　 of　prizewinners　 at　the　International　 Media　 Art　 Contest(co-hosted　 by　IAMAS　 and　 UNESCO　 in　the　summer　 of　2003).

Acategory　 of　the　 UNESCO　 Prize　 for　the　 Promotion　 of　the　 Arts,　 which　 was　 established　 ten　 years　 ago　 by　 painter　 Kaii

Higashiyam,　 the　 annual　 UNESCO　 Digital　 Art　 Award　 aims　 to　promote　 digital　 art　as　 an　 innovative　 artistic　 reflection　 on

information　 society,　 and　 reward　 young　 artists　for　outstanding　 achievements.

We　 encouraged　 artists　to　reflect　 on　themes　 like　cultural　 diversity,　 digital　pluralism　 and　 social　 interaction,　 and　 propose　 media

artworks　 dealing　 with　 these　 topics.　 Chanda　 Mwenya's　 award-winning　 Caught　 in　the　web　 was　 realized　 during　 a　6-month

residency　 at　IAMAS.



Caught　 in　the　Web

チ ャン ダ ・メン ヤ/Chanda　 MWENYA

「Caしlght　in　the　Weh」 は、　技 千1サがコ ミュニケーションの

ありか たをシンアルで伝 統 的 なものか ら複 雑 でハ イテクな

ものへ と変 えることにより、私 たちの生 活 が どの ように変 化

したかを表 してい ます。

　 アフリカの多 くの地 域 社 会 で、ドラムはコミュニ ケー ショ

ンの重 要 な道 具 として仙 われ てきましY.、 今1ヨの インター

ネットはこの ドラムの役 割 を果 たす ことが出 来 るで しょう

か。アフリカの伝統 的な麦 わらの小屋 のなかに、 インター

ネットのブ ラウザ画 而 が映 し出 された モニ タに隣 り合 っ

て、 大 きなくもの巣 がかか る埃 だ らけの ドラムが 置かれ て

います.く もの巣(ウ ェブ)は その ドラムヵ玖 しく川 いられ

てないことを示 しなが ら、コンヒ.ユー タネットワー クとしての

ウェブをも暗示 しています、、

C・nr,,ht　nr　the、V61フis　a　media　 installation　that　illustrates

how　technology　 has　influenced　our　wad-of　life　by　changing

modes　 of　communication　 from　 simple,　n・aditional　forms

to　digital　high-tech.

The　 drum　 has　been　an　essential　connnunication　 tool　in

Africa.　This　work　 explores　the　potential　of　the　Internet

to　carry　out　a　role　comparable　 to　that　of　the　t/frican

drum.

チャンダ ・メンヤ:ザ ンビア を拠 恵に活 鋤しているアー ティスト.プ

リーのu.家 お、、kび彫亥1.家としてザ ンビア国立美 術協 会に加盟、そのrb

織する多くのi-.'内外 の農覧会 に参加.

Chanda　 MWENYA:Art<I　 bas〔;ii　in　Zambla　 Allcn〔lixl　workshDps　 Lh「'ough　tho

Vsual八us　 Cr)ul1〔..II〔『〕n　Cnntemp〔Mary八[t,,vul　partK.ipated　In　group　exhibitions

in　hsborne　 anmuyand　 abroad.
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グ ロー バ ル⇔ ロー カル ・カル チ ャー/Global　 and　 Local　 Culture

2/21-3/7 .門一兀;　 「封 一 Former　 office　 of　Shhko　 Sector-fes

Mouse　 Says:click1　 and　 Human　 Says:eek1

ウル テ ィカ/URTICA

今 日、 世 界 で話 されている呂'語の数 はおよそ6000に の

ぼ りますが、21世 紀 の終 りには これ が約 半 分 になると予

想 され てい ます、 このフ ロジ.Lク トは世 界 共 通 の知 識 お

よび,1'語 学 の知 識 で ある記 号 や音、 すなわち図 的 音声

学 的 表 現 法(GPEMニGraphically　 alld　Phonctically

Espressiec　 vlcssagcs)に もとつ く、 多言 語 コミュニケー

ションツー ルの制 作 を口的 としてい ます,,

　 送 り手 から受 け手 へのや りとりにおいて、 送 り手側 が コ

ミュニケーションをとりやす くしようとするの に対 し、受 け 手

側 は怖 れや 自:び、 哀 しみ、 怒 りといった 主観 的 な感1トII鍵

含 めて解釈 しようとします.こ うした相 互作 川 が、 その時

その場 にお ける現 実 のコミュニ ケーションの展 開 に実 質 的

な影 響 を与 えているのです、,

There　 are　 about　 6,0001allguages　 spokell　 in　the　 world

rぐ)day,　hur　 man}・expcrts　 believe　 that・111y　 half　 of　thc111

、vill　sul・vive　the　 eIld　 of　 tlle　21sr　 cel1〔ul・v.　The　 illtelltioll

of　this　prgject　 is　to　create　 a　multilingual　 cgnununication

rool　 based　 oll　I「GI・aphically　 and　 Phoilericall}・Expressive

Nlessagesl'(GPENI),　 i.e.　s}mbols　 alld　soullds　 thとユt　are　 part

()f　a　SharCd　 「KX)1　()f　、V()rld、VidC　 C()117111()n　and　 lil19UiStiC

kno、viedge.

ウ ル テ ィ カ:1999生 に1:_::さ れ た ア ー ト ・ メ デ ィ ア 肝 究 グ ル ー フ 　 場

左 の メ ン バ ー は ヴ ァ イ オ レ ッ タ ・ポ ジ ュ ボ デ ィ ク と エ デ ュ ア ル ド ・バ ラ

ズ ニ 人 は セ ル ビ ア 、 ノ ビ サ ドの メ デ ィ ア 教 奪 セ ン タ ー の 設 、'..考

URTICA:founded　 n　1999　 aS　 an　 8r'しend「 マ〕edar1〔:5(iAf('ト証group、 　P「CSCfll

rn∈rnbeis　 8i9　＼1(⊃1巳1∂　Vo .VC〕⊂1〔:　ご」∩d　EdL⊥ord　 Bこ動1のZ,㌔.vho　ご」IS〔⊃　(.0.f〔Funded　 thF

McdaEduc　 atorコC〔;ntiekudaOfU,　 N⇔v　 Sad,　 S(}「Ua



Ephemeral　 Gumboots

コ ビ ・フ ァ ン ・トン ダ ー/Cobi　 van　 YONDER

「Ephemeral　 Gumbo(,ts」 は 人 間 ・コン ヒ.ユー タ ダ ン ス ・

ミュ ー ジ ッ クσ)イン タ ラク テ ィブ シ ステ ム で す 。 この作 品 に

参 加 す るダ ンサ ー は、 ブ ー ツ を履 い た とた ん 、 す べ ての 動

作 が 音 環 境 の モ デ ュ ー ル に 反 映 す るネ ッ トワー クに繋 が

れ ます、,足 を 踏 み 嶋 らした リブ ー ツ を01」い た りす る行 為 を

:VIIDIT;;;に 変 換 す るMAX/MSPプ ログ ラム へ の リア

ル タ イム の 入 力 が 、身 体 感 覚 を持 った電r音 楽 を創 造 す

るの で す,,音 楽 は 南 アフ リカ の 重 な りnう リズ ム パ ター ン

や ガ ンブ ー ツ ダ ンスの 要 素 を取 り人 れ てい ます 。 ダ ンサ ー

が 複 雑 で 鼎:か な音 源 に 向 き合 うとき、 リズム カル な 人 力 は

電 子 的 な ビ ー トが は じけ る高;楽 へ 「人 間 化 」 す る と,1昌え る

で しょう,,

Eρ'フ4ηz81気11(了〃〃1',oo'∫is　a　human!computer-dance!music

interactive　 S)'STelll.　By　 putting　 OR　 this、vork,　 dancers

plug　 into　 a　network　 where　 every　 nxwc　 is　mirrored　 in　a

nxxlular　 sound　 environment.　 Sounds　 are　 input　 in　real-

time　 into　a.VIAXI:VISP　 program,　 where　 stomps　 and　 slaps

trallslated　 illto　NIIDI　 signals　 create　 electrollic　 lnusiい へdth

11110rganicユ11y　 hし11110111　fccL　 This　 IIAISIC　isトascd　 Oll　African

interlocking　 rhythmic　 patterns　 and　 elements　 from

gmnboot　 dance.　 Real-time　 rhythmical　 input　 `humanises'

electronic　 beat-driven　 music　 while　 at　the　 wine　 time　 the

dancer　 IS　expo)scd　 to　a　comF)lcx　 alld　 diverse　 paletteぐ)f

prepared　 musical　 samples.

コビ・ファン ・トンダー:宮 アフリカH身 のミュージシャン、作曲家 、メ

ディアアー ティス ト 現.在はインタラクティブな音 楽のプログラミング

やコントロー ラーデー タを生 成す る楽 しい インターフェイスの開発 に

取糸三ん でいる.

Cob　 vεm　I(;NI)FH:South　 ArrGεm　ITIUSIC173∩,　COrllpOsCf　end　med「a!{11「CI　who

CU[rent「y　fO(::LISPS　C)n　nteiac:five　r1、UglC　PrOglarn【TIIng　and　てhe〔::ieauon　O†

nlcr(acos.
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グ ロー バ ル⇔ ロー カル ・カル チャー/Global　 and　 Local　 Culture

2121-3/7/翁 三元5;.罫 一「,≒窄再/Fornier　 orrI〔.e()l　Shnko　 Se〔.ur　lF

Weather　 Works

ア ン ドレ ア ・ポ リ/Andrea　 POLLI

さ まざ まな地 域 の 歴 史 を通 じて、風 は、歌 い、呼 び か け、

人 間 に 語 りか け る 声 に 例 え られ て き まけ こ。 「Weather

WOrks」 は、 風 の さま ざ まな科 学 的 デ ー タを 芸 術 的 に可

聴 化 す るシ ステ ムで あ り、話 し、1葉 の 音 調 の パ ター ンが そ

うした デ ー タを 可 聴 化 す る実 験 の ベ ー ス とな って い ます 。

聴 き手 は空 間 に入 ることで 他 の 地 域 へ と旅 し、 その 地 域

にお け る風 の パ ター ン を経 験 す る ことに な1)ま す,,

Throughout　 histo1'y,　 cultures　 ofτhe、vorld　 have　 been

comparing　 the　 wind　 to　 a　 voice:singing,　 calling,　 or

speaking　 tc)US.、V`・ ・7〃ノ`・1・、Vo1'た∫is　an.1CTISCLC　 S()nihcation

SystenUlsil19　 detailed　 wind　 dam,　 which　 are　 used　 in

experiments　 based　 on　 intonation　 patterns　 of　 spoken

language.　 Listeners　 Caul　enter　 tl　space　 and　 virtuall}'trと1vel

to　l'.dCIOUS　rCgiOIIS　 to　eXpCriel1Ce　 local　 wind　 patterns.

アンドレア ・ポ リ:デ ジタル メディアアーティス ト ニューヨーク、ハ ン

ター入学総 会メデ ィアアー ト学丸 助教羨　 2001'=以 降、さまざまな衰

箋瓦 学者と壌力して、気 象データの 　 vdiの ひ究 に取 り紙んでいる

Andrea　 POLL[:Dcjtal　nleda7111sl　and　an　q　 〔x:a恥e　Piolesso「o臼nしeg「ated

Mcd'a　Arts　aτHuntca　Col[ege　n　Necv　Yak、　S　n(:e　2001,　she　has　beenい/ork'l/O

on　the　son　hcatbn　 of　meteorological　 data　n　collaboratbn　 w　th　vairous

=centsts.



VERTICES:Beirut-Dublin-Seoul

ヒ シ ャ 　 ム ・M・ ビ ズ リ/Hisham　 M.　 BIZRl

「VERTICES:Beirut.1)ublin.Scowl」 　 は 読 っ の都ff.fの

1-1常 生 活 を とらえ た ポ リヴ ィジ ョン ・ ビデ オ作 品 で す 。

リュ ミエ ー ル の 映 画 の ドキ ュ メン タ1ノー の 伝 統 に従 って 、

生 活 の 中 の シ ンプ ル な情 景 が 』最 景多され ました。 それ ぞれ

の ショッ トは、 ・fl」1切のfl央pliju)　 ・本U)リ ー ル σ)li寺【昌」とほ ほrl司

じ50秒 間 続 きます 、、この ような 映 像 は現 実 α)行 為 とデ ィ

テ ー ル を 通 じて 、　 人 々 と場 所 にお け る時 間 と空[昌Jの 現.在

を 記 録 しま圭 、

V五R『1'ICtS:Beirut-L.)〃',〃 〃一∫α〃,'is　 a　 Polyvision

video　 capturing　 fragments　 of　 a　day　 in　die　 life　of　 each

ciri'.　Simple　 sccllcs　 Fr(.〕lll　evcry　 day　 life　QI'C　rec(.)rdcd

with　 a　video　 camera,　 following　 in　the　 tradition　 of　 the

documentaries　 of　the　 I.umiere　 films.　 F.ach　 shot　 lasts　 50

scc・i7ds,　 the　 appr()ximate　 timc　 a　HIIll　recl　lasted　 in　carp・

cinema.　 This　 kind　 of　filming　 records‐through　 concrete

action　 and　 in　detail‐the　 presence　 in　time　 and　 space　 of

people　 and　 location.

ヒ シ ャ ー ム ・M・ ビ ズ リ:レ バ ノ ンL」 身 、サ ン フ フ ン シ ス コ 在 〆主 の 扶 虫'≡、1」

作 者 お よ び ヴ ィ ジ コ.ア ル ァ ー テ ィ ス ト　 彼.の ノ乍 「訟 の テ ー マ は 、　 イ ス フ

ム 教 徳 の レ バ ノ ン 人 が 欧Xへ_TIし て ぢ ら す と い う 彼 臣 身 の 経 験 に

翠 つ く

ト1.斜Ial11:31/nl:lilnmrak≡lr　 rind　visual　ilf11$I　iirx↑11≡lbal1〔.mF:..urk三11τly　I.¥9f11.;nSan

ト「.1111::ls〔:e.トsPVC「.ks　a「.〔聖moddat.OllS　 o「コh5:〔聖Xpe「.:iill::e　as　rヨL〔:bonds〔 ゾVIIjs　rn

l.Vfir　1ヨ　]　　　「　1　　t　　㍉{.}　　㌧へ,「〔::S　　[.



ビ ジネ ス文 化 の 美学/The　 Aesthetic　 of　Business　 Culture

lAMASの 学 生 と卒業 生 等 によ るメデ ィア アー ト作 品 を展 示 します 。

か つて の銀 行 の 大 きな ビジネ ス 空間 が その まま アー ト空 間 へ と変 貌 しま した。

Displays　 of　media　 art　works　 by　IAMAS　 students,　 graduates　 and　 the　other　 transformed

the　large　business　 space　 of　a　former　 bank　 into　an　art　space.

2121-317/一 入銀行天垣支,;ゴ;鋪/Former　 office　of　the　Ju「oku　Bank,⊂)gak'F3ranc:h

credit・scale・rule

QじUIし 。しαビrule

あ い だ だ い や/AIDA　 Daiya

lOO万 円 を樹 脂 で固 め、 ネットオー クションで売 った作 品 「もし

100万 円 を素 材 とした アー ト作 品 が あったな ら、 果 た して それ は

どれ くらいの 仙ifib:があ るの だ ろ うか2　 *イ ン ター ネ ットオ ー ク

ション」を中 心 に、い くつか の作 品 を加 えて展 示 しました。

Exhibition　 of　AIDA「s　 central　work〃'〃 フ81'ρ[CL7　an　 art　LL'OI'た

CO〃sisli〃g　 O!`1〃iillio〃)・8〃in'ノ 〃'∫,1/OZ`,〃〃κ1/avoirld〃

be　wort/ノ8,　f・)・…hich　 he　ellcased　 1111illめ11　yell　il1・'esin　and　 s・)ld

it　ar　an　lnternet　auction,　 and　 others.

再÷段・【三r≒三云∫伽:フく≒主「三フく≒三第1真月弓一/Graduate.　of　the　lst　class,　Inst'WLP.〔〕r

Alvan(:(:(j　McdaArty　 and　S(:〔}n(:〔}s.

bank　 holiday

UδnK　 n〔,IIUdy

林 洋 介/HAYASHI　 Yosuke

地 方 の銀 行 の中 にい た女 の子 を撮 影 した写 真 を、　 ・般 のtス

ターに紛 れ て展 示 しました。お金 は 天 下 を回 り、 人 も世 界 中 を

駆 け巡 る.夜 の 闇 に浮 かぶ 銀 行 は、 女 のrを 閉 じ込 めた コレク

ションの ガラスケー スです。

Ph・t・graphs　 taken・f　 girls　in　1・cal　bank　 subsidiaries・vere

exhibited　 dil1011y　gcllcral　poster　works.　 Ar　Iligh【the　bank　 turned

lRCO　8　museum　 of　glass　sho、vcases　 in、、・hick　a　collection　 of　girls

≪-crc　on　displa}.

王`:祭詠餅L字 芸∫'J/刀デミーDSP-一 ス]翌/1st　 grade　student　of　the　DSP

course,　Intemetionel　Academy　 of　Modie　Arts　end　Sciences.

Optional

ホ リ イ サ ト シ/HORII　 Satoshi

ビデオ カメラによる記 録 が幾 重 にも重 な り、 現 在 と過 去が 同 じ時

間 軸 で混 じりあ うことで、 現 在 か ら解 き放 たれ た自身 や他 人 と

の、実 感 のな い、空 虚 なコ ミュニ ケーションを形 成 します 。

The　 artist　presented　 a　form　 of　unreal,　 illusiveconununication

kith　 himself　 and　 odicrs,　cut　loose　from　　rcalin-through　 la}crs　of

illlages　recorded・ ・層iτh　a　video　 c・mlerajnτerwea・'i!19　 Presenτalld

past　on　the　same　 time　axis.

1　 青弩科学芸行ア方ナミーDSP-一 ス1ぐτ/lit　yrjdr,　Stu(lent　OC　the　DSP

COUt'SE,　International　Acaden、V　Qf　Media　nr(s　and　Silences.

UptlonaI
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Heaven's　 Eye

石 塚 展 久/ISHIZUKA　 Nobuhisa

床 の ヒにhll'rJき に置 かれ たキ ャス ター 付 きの モニ ターを動 か す

と、 あたか も床 全 体 に大 きな映 像 が 隠 れ ているかの ように、 その

位 置に対 応 した映 像 の ・部 が 映 し出 され ます。雲 の 上 か ら箱

眼 鏡 で人 々の「1常 を観 察 す るような体験 が で きます。

NI()VIII}amoniror　 Oll　wheels　 placed　 Face-uP　 OII　the　floorτriggers

visual　 projections　 correspondin5　 to　the　 monitors'position,

cvoking　 the　impression　 tha〔ahugc　 image　 is　hidden　 OR　 thc　Floor.

Viewers　 can　　peer　 down　　on　　sceneries　 of　everyday　 life　with　　the

glass-bottomed　 burl<et.
・sir$1.11:.芸i、1・i人.11:.1琉人.11:.スタジ』2・缶学/1st　 grad(:student　of　Sw〔1「02、

Institute　a「Advanced　 Media　Alしs　and　Scien〔:F'S.

How-to-Bow

ノ ー ラ ・ク ル ッグ/Nora　 KRUG

「How-t〔}-bow」1よ 、 欧 米 の ビジ ネスマンや観 光 客 に 、 口本 の

伝 統 文 化 に根 ざ したビジ'ネ ス ・エ チ ケッ トを紹 介 す るイン ター

ネットヒの ガ イドブ ックです。

H()τ`ノーt()一　正3〔)tU　　is　　an　　aRi177are(I　　l亘ユCei匡〕er　　9し1i(le　　fし〕r　　、、3esrer亘ユ

businessmen　 and　 tourists、 、・ho¥VBIIC　 to　leirn　 abc》ut　J.ipanese

business　 etiquette,　 which　 iS　rooted　 deep　 、Vithin　」apancsc

traditional　ailturc.

ニューヨークとハンノルグを拠汁、にして酒勧ずるイラストレーター/Illustratc)r

bawd　 in　New　 York　and　Hamburg. How-to-Bow

Vomoder

ク ワ ク ボ リ ョウ タ/KUWAKUBO　 Ryota

この装 置 は電 子 回路 を使'・)た一 種 のテ レビ'電話 です.人 の 声

に反 応 して、モ ニター画 面 に映 し出 され るドット絵 の表 情 が .変わ

ります。

This　 dccicc　 is　.1　ty正X　()f　vide.()　tcicph()11c　ushlg　 cicctr()111C　circし1it.

Thc　 expression()f　 the　dotted　 face　 ol1〔hc　 monito!'changes

according　 to　the　speaker's　 voice.

L」i祭・清報科"∫.,,,.1・iアカ ブミー第4鶏1:生/Graduata　 of　the　4th　class,　lnto「

nat「o「1と〕1八⊂:adenry　of　Media　Al〔s日nd　S〔:IBf1CFS,

vomoaer



ビ ジネ ス文 化 の 美学/The　 Aesthetic　 of　Business　 Culture

都 市 の いれ もの/acase　 of　city

都市 のいれもの/acase　 of　city

松 本 典 子/MATSUMOTO　 Noriko

球 体 の中 で 種 が 育 つ作 品 です 。コンク リー トの ビル の隙 間 の 中

で 育 つ草 の ように限 られ た一 つの系 の 中で 水 を循 環 させ 、 育 つ

植 物 を眺 める作u111-1です。

Awork　 involving　 growing　 seeds　inside　a　sphere,　 and　 observing

how　 plants　 grow　 with　 cvatcr　 circulating　 in　a　closcd　 systcm,

comparable　 to　grass　 growing　 in　tiny　gaps　 between　 concrete

buildings.

情報科 学芸術人学院人学 スタジオ11年/1st　 grade　student　of　Studio　1,

Institute　of　Advanced　 Media　Arts　and　Sciences.

Bug???

前 崎 悦 子/MAESAKI　 Etsuko

この作 品 は、 駒 を移 動 させ て実 際 の昆 虫 を動 か し、 その動 きに

よって 投 影 する映 像 が変 化 します。本 物 の昆 虫 とコ ンピュー タ

で 制 御 され た昆 虫 と、 鑑 賞 者 の{つ の要 素 が 相 互 に作 用 し合

いそれ ぞれ に変 化 して いきます。

Viewers　 can　 manipulate　 the　movements　 of　a　real　insect　 b}'

moving　 a　piccc,　 which　 again　 changcs　 projcctcd　 vidco　 imagcs

accordingly.　 The　 result　 is　an　interaction　 of　three　 elements:

viewer,　 computer　 insect,　and　 living　aie.

情報科 学芸術人学院大 学スタジオ11年/1st　 grade　student　of　Studb　 1,

Institute　of　Advanced　 Media　Arts　and　Sciences.

Bug???

映 像 の横 顔/sideview　 of　the　movie

岡 崎 竜+増 田 一 太 郎/OKAZAKI　 Ryu+MAsuDA

Ichitaro

デ ジタル 映 像 は、x-y-tで 構 成 され た3次 元 のマ トリック スで

あ り、 それ は映 像 の 直方 体 をな して いると言 えます。この作 品 で

は、 映 像 を360度 自山 な方 向 か ら切 り取 り、 映 像 の横 顔 、後 ろ

姿 、斜 め45度 も好 きなようにJLる ことが できます。

Adigital　 image　 is　composed　 of　x,　y　and　 t　coordinates　 in　a　31)

matrix,　 which　 one　 could　 say　determine　 its　cubic　 shape.　 This

work　 allows　 the　viewer　 to　freely　rotate　a　digital　movie　 by　360

degrees,　 and　 cut　it　at　any　 angle　 to　sec　its　side　view,　 back　 view,

sectional　view,　 etc.

国際情報科学芸術アカデミーCGIコ ース1年/1st　 grade　students　n(thc:CGI

course,　International　Academy　 of　Media　Arts　and　Sciences.

妖像 の撲顔/sldevlew　 of　the　movle
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金 融の歴史/THE　 HISTORY　 OF　FINANCE

笹 か ま ぼ 子/SASAKAMABOKO

わ らしべ 長 者 の物 語 には、 経 済 やその歴 史 とい った大 きなテ ー

マを個 人 の身 体 に ひきつけて 考 え させ る力 が あります。 「金 融 の

歴 史 」は、白 らが掴 んだ 藁 を転 化 させ て長 者 にな る物 語 を、アニ

メー ションで 見 ることが で きる装 置 です。

'1'h
e　st・ry・f、K/arasbibe　 Millionaire　 has　the　p・werτ ・make

us　think　 big,　about　 thenise　 such　 as　economy　 and　 history'from

:III　　il1しliviしiLI.,1　　1?(:〕il1C　　Ot　　vie、v_　　ThL'　　H'5t〔)r)1　 ()f　　　F"7a'TCL'　　iti　　:,

deviじe　sh・wing　 an　animated　 versi・R　C)f　the　rags-T・-riches　st・ry.

馬 報科学去徒大学院大学 ス'i　 T41在/1st　 grade　student〔)l　Stud「04、

Institute　of　Advana;d　 Mcxiia　Arts　and　Sciences.

・『'1.7」十v/prl人/　 IIILIIk)lviUvi　 IIIVHIV¥.L

The　 Affair

柴 田 悠 基/SHIBATA　 Yuki

一 台 のモニ タ　 ;,,設置 し
、 モニ ター で隠 れ る後 ろの風 景 を背 面

に と',つ けた カメラに よるライブ 映 像 で 鑑 賞 します 。現 実 空 問 と

モニ ターの フレームの中 の映 像 が つ ぎあわ され た風 景 は、 確 実

に不 白然 な印 象 を鑑 賞 者 に 与え ます。

AcanlerαCl"HRSI111C511118tiCti　 recorded　 behind　 l　monitor　 ORCO　 the

screen,　 thus　 showing;what　 is　hidden　 behind　 the　monitor　 itself.

The　 combination　 of　real　space　and　 indirectly　reproduced　 scenery

rcSしllts　　il1　　乙111　　し11111HrしII一とユ1　Sl'ils乙1tioll　　ill　　ri,e　　vic、、7cl-■

国際馬穀料学r."1ア カデミ　 DSPコ 　ス1什/1st　 grade　SIUdBnl()l　the　DSP

course,　International　Academy　 of　Modia　Arts　and　Scioncos. IneハIldlr

Rain

山 田 拓 生/YAMADA　 Takuo

Rainは アニ メーシ ョンと水 との繋 が りを示 した作 品 で すCし ず く

が バ ケツに落 ちたu:、　 その音 と共 にアニ メー シ ョンは次 の カット

に進 み ます。これ は現 実 と非 現 実 の時 の 流 れ の感 覚 を引 き起 こ

す事 を目的 として います。

Aw(:)rk　 cOI川ecti!1g　aninutti<川 こuld　waτer,　R`1'〃aims　 r(:)visualize

thc　different　 flows　 of　CIIIIC　in　a　real　and　 all　unreal　 space.　 The

aninurted　 film　plays　frame　 by　frame,　 triggered　 by　the　sound　 of

raindrops　 falling　into　a　bucket.

丙 報科学芸術入学 院大学スタシオ21什/1stり 「i1CjF'student　OC　Sしud「02、

Inslltute　ofAdvanced　 Medla　Artg;and　Scion(:es.
rsain



変 容 す る自然/Transformative　 Nature

この 展 示で は 、光 や 蒸 気 などの 自然 現 象 を利 用す る ことによって、鑑 賞 者 が もつ環 境 の 知覚 を 思 いが けな い方 向

へ と拡 張 ・変 容 する メデ ィアア ー ト作 品を 紹 介 しました。

Amind-expanding　 exhibition　 of　media　 art　based　 on　natural　 phenomena,　 such　 as　light　and　 vapour.

2121　317/鶏Fシ丘:三iニa日、[≒峯勇/Former　offlco　of　ShinkO　Securitres

The　 Evolving　 Oblique

ジ ョアンナ ・ウォーカ ー+ス テ ファン・ブル ー ム/

Joanna　 WALKER+Steffen　 BLUEMM

この 作 品 は 複 数 の ガ ー ゼ の ス クリー ン を使 った イン タ ラ ク

テ ィブ な ヴ ィデ オとサ ウン ドに よるイン スタ レー シ ョン で す。

作 品 は 「合 成 され た 領 域 」をテ ー マに 、 風 景 お よび 建 築L

の 特 徴 を動 画 の具 象 化(空 間 化)に よっ て トポ ロジ ー とし

て捉 え なお す とい うもの で す'Jま た、 鑑 賞 者 とその 視 覚 が と

らえる環 境 との 関 係 に つ いて 考 察 し、没 入 型 環 境 の なか で

「見 ること」が分 散 した 、変 化 す る像 が次 々 と表 わ れ る空 間

的 領 域 に接 触 す る ことが 可 能 に な って い ます。

インタラクティブサ ウン ド制作:ビ ル ハ ズレット

ニ「17`・Fi,o餌 〃9()'ノ"σ 〃8　is　an　 interとlctive　 video!sou11d

installation　 using　 multiple　 screens　 made　 of　 gauze.

Centered　 upon　 the　 theme　 of　 a　 s}・nthetic　 territor}・,

the　 installation　 recontcxnializes　 notions　 of　 landscape

and　 architectural　 form　 into　 topolog}-　 through　 the

embodiment　 or　spatialisation　 of　the　 moving　 image.　 The

condition　 of　topology　 questions　 the　 relation　 between　 the

viewing　 subject　 and　 perceived　 environment.

Interactive　soundscape:Bill　 HASLETT

ジ ョア ンナ ウォーカー:建 築を学ん だのち、 境左 はインタラクティブ

ウ'イデオ インスタレー ションの分 馨で 活r,3_　 2003正 か ら2004'=の

ケンブリッジ大掌辱 ⊥三果:唾の最終 学誓聴 の章住間、インター ンとして

IAMASに=r..

ステ ファン ・プル ーム:ド イツ、フル トヴァンゲ ン万焉 丸学人 学におい

てデ ジタルメディアとコンヒュー タ丸 学 を学ぶ .IAMASで ジョア ン

ナ ・ウォーカーのプロジェク トに加わ り、インタラクティブ ・プロセッシ

ング ・ネッ トワークを司ノ乍

Joanna　WAI　 Kf　H:Orgnally　 trancd　as　an　archta,t.　Now　 work　ng　n　the　field

o「intore(ave　vdeo　 nstallat〔〕n　and　prKa(.nca　aS　a　nledaBrtSl.　DL」r「1g　thF[lnaI

year　of　he「'PhD　at　Camp「(」yr:sha　spen〔sxnumths　 as　an　nUrn　at　IAMAS　 amt!

March　20041.

Steffen　BLUEMM_Studied　 Uylal　 Meda　 Medaand　 Computer　 Sconce

et　th〔三L」∩lvers　ty　Of　al〕pl('{{SG〔三n⊂:e卜L川'hvangc「1「n(SCI1//Lilly、　He　has　t)(:〔三n

l
mplemelltng　 ntericuve　p「ocessnca　neftvorks　s「「10E　OI1「iy　Walker「rFSFarch

pr'O('('[8t　IAMAS.



Moony

神里亜樹雄+柴 田知 司+真 下武久/

KAMISATO　 Akio+SHIBATA　 Satoshi+

MASHIMO　 Takehisa

「Moony」 は存 在の}亮 界線 をテーマとしたインタラクティ

ブ ・インスタレーション作 品 です、.この作 品 では仮 想 の蝶

が 蒸気 の中に作 り出 さオし、 観 客 は蒸 気 の中 に 手を近 づ

けることでその蝶 の反 応 を楽 しむことが で きます。作 品 を

体 験 する過 程 には、 皮 膚 感覚 として感 じじ、れる温 度 や湿

度、 視 覚的 に変化 す る蝶 のr.体 感 や遠近 感 、観 客 の行

為 に対 す る蝶 の反 応 といった様 々な感 覚r内 要 素 が存 在

し圭す、,「Moony」 はこうした感";LII勺な体 験 フロセスを観　 　 　 　 　 　 　 げ

客 に 与 え る ことで、 蝶 の 存 在 を 物 質 的 な もの か ら現 象 的

な もの へ と変 化 させ 、観 客 に神 秘 的 な感 情 を'与 え る ことを

呵能 に します 、,

An　 interactive　 installation　 focusing　 on　 the　 boundaries

ber、Veell　 forms()f　 CYISTCRCC.　 Visitors　 Cflll　play　 、Vith

virtual　 　butterflies　 　　b.　　　　holding　 　their　　　hands　 　　into　　　vapor　 　in

whic11亡he　 bu亡terflies　111ive1㌧M・ ・11y　illcorporates　 elelllel1τs

of　 interactivity　 (reactions　 of　the　 huttertliesl,　 cutaneous

and　 visual　 sensation　 (temperature　 and　 humidity,　 and

dimellsk川s三 川 しi　pcrspcctivc　 rcsl・ectivclyい 川d　 givcs

visitors　 the　 mysterious　 feeling　 of　 transforming　 the

butterflies'physical　 presence　 into　optical　 phenomena.

と も に ∫底 女 慧 影 天'∵1卒 業 後 、.1肯 ラ卦 ミ・「 　 C・1天「,二1「坑 天'1`'1_人'1`'、 ス

タ ジ.づ1に ノ:籍 　　2003←IJOUABLE,売(「1'ロ ー ム 記 念 館 ・ 尿

去「1)に1∴ 装 し た 司 塊.マ 、を1-i.'筆.."L　 Lの ・仁 守、はLの 後 ア ル ス ・エ レ ク ト

ロ ニ カ2004、 　 the　 next　 Ideaを1受 ・.昌:

Ih〔}a「:き::5:cnk!・1.〔〕St_i〔101mIAUiA　 a幡r　 g「a〔IJ〔}lnl油Om　 Sc　 n、 」nM:「.s:v

〔〕1　　ノ、r　1　　̀ヨ「・〔1[){　　F凡　　き　111　　　　1　}幽1エ　_　「　　　〔、〔〕1　ゴ;ヒ　>r♪脚　ゴ;　:　、'〔ξ　　＼、:〔♪r　k　　　N'1()〔)ri㌧!　　、、り'ご]5こ　　〔　-Xト11　　}　τ　〔ξく　1　　-}ヒ　　　ヒ　「、〔ξ

IIJ
〔)U・il;lc.臼xlllblt〔〕「1:⊃/;5flこ・}1〔[Rdlnl　 N/臼fnGr〔[I　I　bill,くソ〔}k):In　2003、 〔Ind㌧マ〔}「・

II:h{:n〔×t〔k渦 　♂
1:八 「9}1汽1rr)・、rざ〕20〔〕4



企画展示/Exhibits

Time　 Machine!

赤 松正 行/AKAMATSU　 Masayuki

21213!7/CALM(人 垣アヒオ内)/CALM　 Qnside　Ogaki　Apiol

]IIIIGIVIσUllllじ ・

2002年 か らさま ざ まな場 所 で 展 開 され て きた 作II"ll

「Time　Machine!」 が、 大 垣 駅駅 ビルの階 段 正 而 に設

置 され ました。過 去の映 像 が呼 び戻 されたり、 時 間的 な

軌 跡 が展開 される光 景 に、通 勤 や買 い物 に急 ぐ人た ちが

ふ と立 ち止 まり、 これ は何 だろ うPと思 わず 見入 って しま

う一 それ は、 街 にテクノロジーとアー トが融 け込 んだ瞬 間

だ ったといえるで しょう。見慣 れたH常 を不思 議 なL界 へ

と変容 するという、 メディアの可能性 を体 験 す る場 所 とな

りました、,

People　rushing　through　 Ogaki　 Station　involuntarily　stop

and　stare　at　Trine　Macbi〃8!,　 H　curious　work　 that　calls

back　images　from　 the　past.　A　bridge　between　 technology

and　art,　it　demonstrates　 media　art's　power　 to　take　us　into

different　realities.

楽土の求め方/Seeking　 Ways　 to　RAKUDO

禾 ⊥VJifC(YJ刀/　 こ〕eeKlrlg　VVdYS　 l()hハ 臥∪ レ∪

極 楽 ブラザ ーズ(斎 藤 正 和+白 前 晋+小 笠原 則 彰)

GOKURAKU　 Brothers(SAITO　 Masakazu+

HAKUMAE　 Susumu+OGASAWARA　 Noriaki)

2121-317/入 拍駅南[地 下道/Ogakl　 SIBIion,　South　Exit　under-

pass

人垣 駅 駅 前 通 りの地 ト道 に、 「何 を望 んで生 きているの

か」 という問 いと、 それ に対 する返 答 を書ける壁 を仮 設 す

ることによって、思 いがけない対 話 の場・を作 りました,,隣 に

設 置 したモニ ターではBBS(電 子 掲 示板)で 交わ され る

会 話 を映 し出 し、 機械 音 声 がその会 話 ともうひ とつの問い

「何 をしたら死 ねますか」 を無 表 情 に読 み続 けました。地

下 道 の壁 は通 行人 による返 答 と落 書 で埋 め尽 くされ、 公

共 空間 はたちまちフラ イベー トな場 へ と変貌 しました。

Amakeshift　 wall　inviting　people　to　write　down　 thoughts

on　the　question"What　 are,ve　 living　for:".　This　platform

for　exchange　 was　set　up　 at　the　odd　 location　 of　an

underpass.　 Covered　 with　comments　 and　sketches,　the

wall　has　turlled　a　public　space　illto　a　private　one.
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iamasN

iamasTVプ ロ ジェク ト/iamasN　 Project

2121　　316　　CHEESE　 CAKE　FACTORY　 2階 　　　CHEESE　 CAKE

FACTORY　 2nd　Floor

1998年 よ り、 大 垣 ケ ー ブ ル テ レ ビな どで毎 月 放 映 され て

い る15分 の テ レビ 番 組 「iamasTV」 は、 ア カデ ミーCGI

コ ー スを 中 心 に 、 学 生 セ導 で 制 作 され て い ます 、,こ の

iamasTVの コ ンテ ン ツのlliか ら、 特 に 大 垣 を 題 材 に した

もの を選 ん で 編 集 し、3台 の モ ニ ター で 上 映 しま した,

Starred　 in　 1998　 and　 run　 by　 Academy　 CGI　 Course

studellts,1・1η1・15'1'Vis　 broadcast　 nlo航hly　 ol10gaki　 cablc

television.　 Three　 monitors　 show　 selected　 episodes　 from

;乙」〃π1∫frv.

IdI iaa V

オ プ ティカ ル ・イ ンター フェイス/Optical　 Interface

か らだプ ロ ジ ェク ト赤 組/Any　 Body　 Project　 Red

Team

2!28、　317/享3ビ ル4f>E/Kur-uwa　 Bu[lding　4th　Floor

「オプテ ィカル ・インターフェイス」は、 ビデ オカ メラ付 き

ヘ ッドマウントデ ィスフ レイを装 着 す ることにより、 眼 前 の

光景 をコンピュー タ処 理 された映 像 として体 験 する作 品

です,、映 像 を時 間 および空 間的 に変 化 させ ることによっ

て視 覚 の変 容 を引 き起 こし、脳 内 での情 報処 理 と身 体 行

動 とが ズレて しまう経 験 を作 り出 すことを狙 い ました。視

覚 情 報 が変 化 す ると単純 なH常 の動 作 が いかに困難 に

なるかを、 市 の中 心 にある郭 ビルの不ll風の空.間 のなか で

参加 者に体 感 してもらい ました,

In　Optical　 lirterface,　visitors　could　 witness　 how　 a

computer　 processed　 images　 they　rccorded　 、vith　a　head

mounted　 camera.　 Focusing　 on　the　spatial　and　temporal

shifts　between　 reality　and　displayed　pictures,　the　work

aimed　 to　create　a　sensation　of　disconnection　 of　bodv　and

itiind.

オ フ テ ィ ノ」ル'っ/メ ー ノ ⊥ 引 ム/uPUUdl　 l「1しe[ldue



企画展示/Exhibits

メディア屋台/Media　 YATAl

西 野 毅 史 、山 本 大 嗣/NISHINO　 Takeshi,

YAMAMOTO　 Taishi

212122、2829、3167/売 穴のストリート/Ogakl　GtV　Streets

ノ・ノ っ ノ,+　 ./　 Medla　 YATAl

岐 阜県 立 森林 文 化 アカデ ミーものづ くり研 究 会 の協 力 で

制 作 した特 製 「メデ ィア屋 台」。 「メデ ィア」を使 った親 し

みやすい劇 場 空間 をまちなかに持 ち込 み、 多 くの人 々に自

らo)映 像 作 品 を紹 介 す るため、IAMAS卒 業 生o)西 野

毅 史 と山 本 大嗣 が 会期 中 の週 末 の夕方 か ら商店 街 を屋

台 を引いて歩 き、移 動r.映 会 を開催 しました。屋 台 に取 り

付 けられた赤 い提 灯 やのぼ りも手 伝 って、多 くの鑑 賞 者 を

集 めました。

ル1α1'`7YAIAI　 was　realized　lll　collaboration　 with　the

Gifu　Academe　 of　1-orest　Sciencc　and　Culture.丁hc　 artists

transformed　 a　food　 stall　into　a　mobile　 multimedia

theatre,　and　attracted　spectators　with　both　the　decorated

stall　itselfand　the　works　on　display.

カナリアじかん/Canary　 Time

宇 田敦 子/UDA　 Atsuko

2121-317/:TCカ ナリア/Cafe　 KISSA　CANARY

カ っ ノノ レ ノJ層〆V/　 VCユIIσly　IIUIC

IAMAS卒 業 生 で映 像 作 家o)宇lII敦 子が、時 間 をテーマ

にした映 像作 品 、 オブジェを 「1喫茶 カナリア」で展 示 しま

した。ノ」、さいけれ ど、センスの よいインテリアとお いしいコー

ヒーで人 気 のある 「喫 茶 カナ リア」に溶 け込 むように、宇 田

のビデ オ作 品を ヒ映 する小 さなモニター、プリッフブ ックな

どのオブジェ作 品が配 され、訪 れた人 は作 品 をのんび り楽

しんでいましたJ

UDA　 Atsuko's　 video　piece、vhich　 focused　on　Time　 was

shown(m.1　 small　monitor　 insideκ;∬ 、1　Carrcrrr.丁hc

object　blended　 perfectly　into　the　environment　 of　this

small　bur　sn・lish　cafe,　inspiring　customers　 to　enjoy　their

coffee　with　a　bit　of　art.
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二ごWl./1∪1_II

Untitled　 AD

堀 井哲 史/HORII　 Satoshi

2/21…3/7/GLAMDY

アニ メー シ ョンの タベ 「冬の 日」上 映 会+ア ニメ制 作

体 験 コ ー ナ ー/Animation　 Evenings　 FUYUNOHI

screening　 and　 animation　 creation　 corner

2/2122、2829、3167/ま ちづくりプラザ/Machizukuri　Phza

GLAMDY大 垣 本 店 の シ ョー ウ ィン ドウ を 利 用 し た イ

ン タラ ク テ ィブ ・ イン フ ォ メー シ ョン シ ス テ ム で す 。 隣 の

GALAMI)Y　 WESTビ ル で 開 催 され た展 覧 会 「郭 」 の

テ キ ス ト情 報 や ア ー カ イブ が 、 通 行 人 の ア ク ション によ っ

て 変 化 します 。 単 な る イベ ン ト情 報 だ けで な く、 趣 向 を 凝

らした視 覚 的 効 果 で 街 角 を彩1ぼ しな,

An　 interactive　 information　 system　 using　 the　 show

window　 of　 the　 Glamdy　 shop　 in　Ogaki.　 Displayed　 text

and　 archive　 data　 from　 the"Kuruwa"exhibition　 held

next　 door　 at　the　Glamdy　 West　 building　 change　 according

to　the　movements　 of　passersby.　 Incorporated　 is　not　 only

information　 about　 the　 event,　 but　 also　 elaborate　 visual

effects　 drat　add　 a　decorative　 clement　 to　this　street　corner.

連 句 アニ メー シ ョン 「冬 の 口」 は、 芭蕉 の連 句 集[冬 の

口 「の す べ て の句 を 、川 本 喜 八 郎 監 督 の もと、ユ ー リ ・ ノ

ル シ ュテ イン、ラウ ル ・セ ル ヴ ェ、高 畑 勲 な ど著 名 な35名

の ア ニ メー シ ョン作 家 た ち が ・句 ず つ 担 当 して制 作 した

オム ニ バ スの ア ニ メー ション作 品 で す 。一芭蕉 ゆ か りの 大 垣

の 地 で 、 この 作 品 がL映 され ました.ま た 、 ね ん どを使 っ

た コ マ撮 リア ニ メー シ ョンを 楽 し む 「ア ニ メ制 作 体 験 コー

ナ ー 」が同 時 開 催 イベ ン トとして 行 われ ま した、,

The　 allilllatioll　 Frr),t〃robi(Winter　 I)21VS)COIISISTS　 of　 35

parts,　 each　 contributed　 bar　one　 animation　 artist.　llirector

Kawamoto　 Kihachiro　 compiled　 works　 ba　 the　 likes　 of

Yuri　 Vorstein,　 Raoul　 Seivais,　 Takahata　 Isao　 and　 others.

The　 segmellts　 are　based　 on　 olle　verse　 each　 of　Ftr)zr〃v%i,

ORC　 of　Nlatsuo　 Basho「s　 IllOST　tam()し1s　 linkcd　 verse　 p(}CRIS.

Visitors　 wcrc　 invited　 u>crcatc　 thcir　 OWR　 little　amin.atcd

fillllti　with　 clay　 figures.



企画展示/Exhibits

bounce　 street一 弾 む 街 角一

み や ば ら美 か+す ぎも とたつお/MIYABARA　 Mika

+SUGIMOTO　 Tatsuo

2121-22、　28-29、　315-6/入 垣只立銀行本、占/Ogaki　 Kyoritsu

Bank　main　office

IAMAS卒 業 生 のみ や ば ら美 か とす ぎもとたつ おに よる

「bounce　 street」は、通 常屋 内 で展示 されるメデ ィアアー

ト作 品 を屋 外 で展 示 し、 大 勢 で楽 しめ るように制作 され

た ものです。大垣 共 立 銀 行 本 店 の ビルの 白い壁 面 に、

その場 で人 物 を撮 影 した画 像 を色 のついたボールが並 ん

だ イメージに変 換 し、 そのボールが 落下 して弾 むアニ メー

ションを投 影 しました。ボー ルが弾 む とその動 きにあわせ

たサ ウンドも発生 します。

Barr〃CP:tree[C()ok　 media　 art　OLIC　of　ITS　usual　indoor

setting,　and　took　place　OUC　III　the　open、vhere　 everybody

could　 enioy　 lT.　Pictures　 taken　 of　peoPle　 Uit　location

transformed　 into　lines　of　colored　balls　that　bounced　 in

accordance　 with　sounds.

顔 俳 句/HAIKU...and　 I　am　 a　part

ウ ォル フ ・ヘ ル ツ レ/Wolf　 HELZLE

2!21-317/ヤ ナゲンデハー ト、守屋美 術韮 の___、 ベネ トンのショー

ウインドウ、人:三 肖役可/

Yanacden　 department　 store,　Moriya　 Tadashi　 Museum　 facade,

Benetton　 show　 window,　 Ogaki　City　Hall

ドイツ山 身 のアーテ ィスト、ウォルフ ・ヘ ルツレは、会 期 中

に市 内各 所 で撮 影 した人 々の顔 写 真 をモーフィング技 術

によってつなぎnわ せて いくことより、 人 種 や性 別 、 年齢

といった個 々人 の顔 の持 つ アイデ ンティティの境 界 をあい

まいにし、壮 大 な人 の環 を作 り出す ことに成功 しました。

ヤナゲ ンデハー ト、守 屋 美術 館 の畢 面 、ベ ネ トンのショー

ウィンドウで1000人 に及 んだ人 々の顔 の映 像 がL映 、

投 影 され 、 まさに人 とアー トと街 をつなぐ象徴 的 な展 示 と

なりました。

Faces　of　Ogaki　 Cite　residents　were　 manipulated　 with

image　 morphing　 tCChnOlOgy,　 creating　「「ne、V四　identities

with　 blurred　 characteristics　such　 as　race,　gender　 and

age.　The　 result　is　a　human　 chain　interlinking　 human

illdividuals,　art,　and　the　Clt¥'.
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IAMAS　 2004別 館 「郭 」展/IAMAS　 2004　 Annex　 Exhibition"KURUWA"

2!26-314/GLAMDY　 WESTビ ル/GI<undy　 West　 Building

IAMAS　 2004別 館 「郭(く るわ)」 は、 おおが きビエ ン

ナーレと同時 開催 とな ったIAMAS卒 業 制作 展 の ・環 と

して卒展 参加 者の ・部 がビエンナーレ開催 エリア内 で独

自に行 った展 示 です。もともと廃 ビルであったGLAMDY

WESTを 借1)、内装1:」 醇 も参 加者 自身 でf∫いました、,

まだ元 のハ ンT.場 時 代 の荷 物 や ゴ ミが散 乱 していたとこ

ろをまとめて廃 棄処 分 し、 内 部 を区 切 っていた壁 や扉 を

打 ち壊 し、 電 線 をひき直 しました,、こうして作 った展 示 ス

ペー スで三人 の学 生 の作 品 を展示 しました。

　 寒 い時 期 だ った こともあ り、 石油 ストーブを持 ち込 ん

で暖 をとりなが らの展 覧 会 となりましたが、 味 のある廃 ビ

ルの空 間 を残 した会 場 では、 ふつ うのギ ャラリーとは全 く

違 った不思 議 な雰 囲気 の漂 う展示 が 実現 しました。

The　 IAMAS　 2004　 Annex　 Exhibition　 KURIiWA　 was

held　simultaneously　 with　 the　Ogaki　 Bicnnalc　 as　part

of　the[AVIAS　 Graduate　 Exhibition.　Glanuiy　 West,　 an

otherwise　 disused　building,　served　 as　a　venue　 for　the

exhibtions　 of　three　students　who　 did　all　the　refurbishing

work　 themselves.

後1Lく り⊥ コ1鼠レ ノ/＼ ノ/IVIgl　 llgVしL川lpuUI　 II」Syr, LGIXII　 I

複 眼狂 騒 レッス ン/

Maniac　 Compound　 Eyes-Lesson

丸 尾隆 一/MARUO　 Ryuichi

ライブ ストリー ミングを組 み込 んだ映 像 インスタレーシ ョ

ン。遠隔 地 に置 いた複 数 の ライブ カメラか ら送 られ て くる

映像 、 あらか じめ撮 影 してお いた映1象 索材 、 テレビ映 像

などをリアルタイムに ミキシングし、終 わ1)の ない映像 作 品

として提 示 しました、、また、作 者 自身 が展 覧 会開 始 前 から

会場 内 で生活 し、そこにも一 台 のカメラを設置 しました 、

This　 is　a　perpetual　 video　 miring　 in　real-time　 data

received　 from　 multiple　 remote　 live　cameras,　 images

prepared　 in　advance,　 and　television　footage.

1979211

1979211

桜 木 美 幸/SAKURAGI　 Miyuki

作 家 白身 と同 じHに 生 まれ た人 を探 し、　 ・緒 に25年 目 の

誕 生 目 を迎 え るこ とを 日的 とした ドキ ュ メン タ1ノー 映 画 。

本 人 と、 本 人 と同 じ目 に生 まれ た人 の 生 年 月 目 を 証 明 す

る書 類 、及 び 映 像 作 品 を 並 置 しました 。

Amovie　 documenting　 Saluiragi's　 hunt　 for　 persons　 born

nn　the　 same　 day　 as　herself,　 with　 du　 aim　 to　celebrate　 their

25th　 birthday　 together.　 Also　 shown　 were　 documents

gathered　 to　prove　 each　 person's　 date　 of　birth　 and　 artist

himself,　 as　well　 as　a　video.



lAMAS　 2004別 館 「郭 」展/IAMAS　 2004　 Annex　 Exhibition"KURUWA"

Cooing

今 尾 日名子/IMAO　 Kanako

cooingと は赤 ちゃんが生 まれて初 めて山 す、 まだ言 葉 に

な らない音声 のこと。庭 師 である父 親 とコラボレー トしな

が ら会場 内 に砂 や木 を持 ち込 み、庭 の中 で作 品 を鑑 賞 す

る環 境 を作 りました。頭 をか らっほに して描 いた絵 が見 事

に空 間 と一体 化 した展 示 となりました。

Coo〃1g　 is　the　sound　 babies　lllake　before　rhea　learn　CO

form　 words.　 Aided　 b}・her　father,　H　lalldscape　gardener,

hnao　 brought　 sand　and、vo(,d　 to　the¥'CIILIC,　and　created

agarden　 environment　 in　which　 her　works　 were　 to　he

viewed.



パ フォー マンス/Performance

オー プニ ング イベ ント/Opening　 Events

　　　　 お おが き蛇 居 拳(ジ ャイ ケ ン)太 鼓/Ogaki　 Jaiken　 Drumming

　　　　　ア ンケ ー ト・ア ー トのニ ッポ ンカ ラオケ 大 作 戦/Karaoke　 on　 the　Questionnaire　 Art

　　　　　ア ンチル ア ウ ト!/"unchillout!"

クラブイベント/Club　 Events

　　　　　DSPス ーパーナイト2004/DSP　 Super　Night　2004

　　　　　QUADRA　 HAK

パ フォーマ ンス/Performance

　　　　　　　in'

クロー ジ ング イベ ン ト/Closing　 Event

　　　　　ガ ムラ ンワー クシ ョップ&コ ンサ ー ト/Gamelan　 workshop　 and　 concert
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メインの展示会場になった二つの空きビルに挟まれたスイトタクシーの駐車場がオープニングの舞台となりま

した。卒展の別会場でもあった駅前大通り中途のビル2階 の空きフロアもサウンドイベントの会場になり、 ク

ロージングは、歴史のある興文小学校の講堂が会場となりました。

The　 opening　 performance　 was　 staged　 at　 the　 Suito　 Taxi　 company's　 parking　 lot　 right　 between　 the

two　 main　 exhibition　 sites.　 Another　 venue　 used　 for　 the　 graduate　 exhibition　 was　 the　 vacant　 second

floor　 of　 a　 building　 midway　 down　 Ekimae-dori　 Road.　 Finally,　 the　 closing　 ceremony　 was　 held　 in　the

historic　 Kobun　 Elementary　 School　 Auditorium.



オ ー プニ ング イベ ン ト/Opening　 Events

お お が き蛇居 拳(ジ ャイケン)太 鼓/

Ogaki　 Jaiken　 Drumming

お お が き 蛇 居 拳 太 鼓 保 存 会(代 表:三 輪 眞 弘)+大 垣

工 業 高 校 太 鼓 部

Ogaki　 Jaiken　 Drum　 Conservation　 Society(Re

presentative:MIWA　 Masahiro)and　 the　 Ogaki

Industrial　 High　 School　 Taiko　 Drum　 Club

2121　 一八 銀チモ人:三X.一 口τ≡塾;ミ ノノ

Premises　 of　the　former　 office　of　the　Juroku　 E3ank,　Ogtrki　Brtuich

「東北地方を旅した芭蕉 が大垣に伝 えたとLI'われている

不思議な算術 幽.蛇居拳算、。この算術を使って毎年奉納

される和太鼓演奏 が大垣の奇習7蛇 居拳太鼓一です。」

　 「架空の伝統芸能」である.一おおがき蛇居拳太鼓

は、=.輪 眞弘(IAMAS教 授)が 提唱する「逆シミュレー

ションR　 」による作iで す、、演奏者は、 一蛇居拳算 「

と名付 けられた数学的なルールに従って太鼓のリズムパ

タ ー ン を演 奏 して い き ます,,大 垣n業 高 校 太 鼓 部 の み

な さん が 練 習 を 電 ね 、 この オー ブ ニ ン グ イベ ン トで は 、7

人 の 高 校 生 が 半 被.姿 で 円 形 に 並 べ られ た和 太 鼓 に 向 か

い、 力 強 い 太 鼓 の 音 を響 か せ ま した。演 奏 の あ と、 一三輪

教 授 か ら、 「架 空 の伝 統 芸 能 」 フ ロジ ェ クトの 概.要 、 そ し

て その 制 イ乍ノJ'法 に つ い ての 詳 しい解 説 が あ りま した 、、

"Durillg　 his　 n-a、els　 of　 the　 Tohoku　 region
,¥fatsuc)

Basho　 reportedk　 tought　 the　Ogakiと111s　 a　peculiar　 kind　 of

arithmetic　 called　 「'Jaikcnzan「'.　As　 a　unique　 local　 cし1SC()　1,

aJapanese　 taiko　 performance　 based　 on　 this　arithmetic　 is

being　 staged　 in[3asho's　 honor　 o!1ce　 every　 year/1

()怠・1た'ノ・riken　Dr〃n〃 〃〃'醒is　 a　fictitic)uSτradirio!1al　 art

born　 out　 of　Prof.　 Masahiro¥Iiwa's　 I'Reverse-Simulation

Music"　 concept.　 The　 performers　 play　 a　drum　 pattern

following　 the　algorithmic　 rule　of"Jaikenzan".
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ア ンケー ト・ア ー トのニ ッポ ンカラ オケ 大 作 戦/

Karaoke　 on　the　Questionnaire　 Art

アンチルアウト!/Unchillout!

松 本 祐 一/MATsuMoTo　 Yuichi

2121/十 六　PT,大 垣 支店旧店舗1費辺/

Premises　 of　the　former　 office　Of　th()Juroku　 Bank,　Ogaki　 Branch

お お が き ビエ ンナ ー レ の オ ー フ ニ ング イベ ン トで 初 演 され

た 作 品 。 ア ンケ ー ト ・ア ー トとは 、あ るテー マ に つ い ての 多

くの人 々 の 意 見 を集 め 、 それ を伝 え て い く作 品 として発 表

して い ます 。 お お が き ビエ ンナ ー レで は、　 「ニ ッポ ンの 武

器 」、 「ニ ッポ ンの 問 題 点 」、 「これ か らの ニ ッポ ン」とい う

三 つ の 質 問 項 目 に 対 す る回 答 を も とに カ ラ オ ケ を制 作 し

発 表 し ました、,朗 読 は早 川 貴 泰,

This　 work　 was　 first　 presented　 at　Ogaki　 Biennale's

opening　 event.　 Questionnaire　 Art　 is　based　 on　 comments

given　 in　questionnaires.　 The　 themes　 for　this　tunes　 surveys,

answers　 to　which、vere　 subsequently　 made　 into　 Karaoke

pieces,　 were"Japanese　 Arras","-Japanese　 Problems",　 and

"Japanese　 Future"
.

チル チ ル(乙 津理 絵 子aka　 OTSU　 PRODUCTION+

花 塚 広 美)/Chill　 chill{OTSU　 Rieko　 aka　 OTSU

PRODUCTION+HANAZUKA　 Hiromi)

2!21/一 入銀行入垣支古1日古鋪周辺/

Premises　of　the　former　office　of　the　Juroku　Bank,　Ogaki　Branch

和風 パンクファッシ ョンに身 を包 んだ、詩 吟 と三味線 をあ

やつ るふたり組 チル チル(乙 津 理 糸会子+花 塚 広 美)に よ

るサウンド ・パフォーマンスが行 われ ました。乙 津 の詩 吟

と、乙 津 が歌 いなが ら操 作 す るラッフ トッフ コンピュータの

電 子音 、そして花塚 の一三味線 の演 奏 は、和風 でありなが

らもバンチの効 いた迫 力 あるセッションとなり、 多 くの人 々

が足 を とめ、聴 き入 ってい ました。

Aduo　 clad　in　Japanese-style　 punk　 outfits　presented　 21

combination　 of　sbiQin(poetry　 reading)and　 shamisen

performance.　 Otsu　 accompanied　 her　own　 poetry

≪pith　electronic　sounds　 from　 a　laptop　computer,　 while

Hauazuka　 played　the　shamisen.



ク ラブ イベ ン ト/Club　 Events

DSPス ーパ ー ナイ ト2004/

DSP　 Super　 Night　 2004

James　 McCARTNEY、 宇佐 見 理 、 か わむ らた け こ

(tn8)、 佐 近 田展 康 、赤松 正 行/

James　 McCARTNEY,　 USAMI　 Tadashi,

KAWAMURA　 Takeko(tn8),　 SAKONDA

Nobuyasu,　 AKAMATSU　 Masayuki

2〆21　GLAMDY　 WESTヒ ル　Glamdy　West

DSPス ー ハー ナイト2004は 、　 lrd時期 にIAMASで 行 わ

れ ていた 「DSPス ーハースクーノレ」 の 環 として場 所 を変

え、大重1〔市 の駅 前通1)中 程:二あるGLAMDY　 WESTビ ル

(通 称 郭 ビル)で 行 われたものです。開催 ・ヶ月前 圭で、

電 気 もな く廃 虚 と化 していた ビルの空 間 が学 生の手 によっ

てリニューアルされ、 見事 なライブ空 間 として蘇 りましだ、

楽 器 として川 いられ たコンピュー タから送1)出 される様 々な

サウンドは、まるで大 垣 における鎮 魂 と再 生 をうながす響 き

のように鳴 り響 きました。

Tノブ`'D∫P∫〃ノ・e7・N'91ノ'2θθ4　s・and　event　was　held　as　part

of　USP.Super　 tic'bool　in　a　refurbished　 building.　Using

compurers　 as　instruments,　the　participating　artists　created

astinnilating,　colorful　soundtrack　 for　Ogaki.

QUADRA　 HAK

ShinaBand、 　 mimiZ、 　DSPBox(赤 松正 行/

AKAMATSU　 Masayuki)

316/GLAMDY　 WES丁 ビノレ　Glamdy　West　Bulldlng

IAMASの 学 生 と教 員 を中心 にした多彩 な顔 触 れ の パ

フォーマーが結 集 したサ ウンドパフォーマンスイベ ント..

レイベ ンスボー ン大 学 か らの交換 留学 生 ジ ョン ・キャン

ベルの 「ワコムギター」などの飛 び入1)参 加 や、2003年

度 にIAMASの 学 生 達 が行 って きた インター ネットラジ

オ 「美 チ ャンネル」 による卒 業前 の最終 放 送 な ど、 学 生

間の交 流 を深 めるイベ ン トが 展開 しました。GLAMDY

WESTビ ルで の最 終 イベ ントは盛 況 の うちに幕 を閉 じま

した 、

All　evel1τfeaturing　 sound　 performances　 111aillly　by

teaching　staff　and　students.lt　IANIAS.　 Happenings　 such

as　the　final　Internet　radio　broadcasting　 before　graduation

in　2003,　 and　 exchange　 student　 John　 Campbell's

spo1・ra1・eous　presentation　 have　deepelled　 relationships

among　 students.



パフォーマンス/Performance

in

井 垣理 史+高 木 理 恵+伏 木 啓+山 田珠 実/

IGAKI　 Masashi+TAKAGI　 Rie+FUSHIKI　 Kei+

YAMADA　 Tamami

2/28-29/ソ フトピアジャバン　SQ「topri　Japこ1n

「in」は、名 占屋 を拠 点 に活 動 する井 垣理 史+高 木理 恵

+伏 木 啓+山 田珠 実 によるパフォー マンス作 品 で す。彼

らはユニ ット名 を持 たず、プロジェク1・として作 品を発 表 し

てい ます、,卜演 す る場 所 を考察 し、i間 の あり様 と観 客 の

位 置付 けか らコンセフ トを作 成 し、身 体 、1映像 、インスタ

レーション、 言藷 とさまざまな要 素 を取 り込 んだ作 品 を制

作 、上 演 しています、,今回は、会 場 となったソフトピアジャ

バ ンθ)1階 ホワイエ とその外 側 の池 に、 大 きな窓 ガ ラスを

は さんで オブジェクトを配 置 した空 問でL演 され ました。

窓 ガラスの外 側 に設 置 したス クリーンに向 けて投 影 した

映 像 と窓 ガラスに1映りこむ映像 、 そしてパフォーマーの発

す るエ フェクトをかけたiilf'効 果 的 に組 み合 わせて、

「外 部 と内部」 の関係 をテーマにした幻 想 的 なパ フォーマ

ンスが展 開 され、多 くの観 客 を惹 き付 けました,,
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∬〃is　 a　perforlllance　 project　 based　 ill　Nagoya.　 The

concept　 for　 each　 of　the　 somewhat　 site-specific　 pieces

mixillg　 elements()f　 pilysica1111…elnel1らimage,

inStaliatiOn　 ai・d　L川9しlage,　 iS　determined　 by　 aSpeCtS

such　 as　space　 allocation　 and　 audience　 orientation.　 This

perforlllallce　 took　 place　 oll　both　 sides〔)f　a　large　 willdow

of　the　 first　floor　 fovcr　 of　Softopia　 Japan,　 facing　 a　pond.

The　 fantastic　 performance　 on　 the　 theme"External　 and

Internal"combined　 video　 projections　 and　 sound　 effects.



ク ロージ ング イベ ン ト/Closing　 Event

ガ ム ランワー ク ショップaコ ンサー ト

「ガ ム ランの 現 在 形 ～ イ ン ドネ シ アの 民族 楽 器 を体

験 しよ う!」/Gamelan　 workshop　 and　 concert

"The　 present　 form　 of　Gamelan ‐Experiencing

Indonesian　 folk　music　 1"

マ ル ガ サ リ、 野 村 誠/Marga　 Sari,　NOMURA

Makoto

317/大 潅 胃 立 桑 又 ノ.＼学 佼 広 台箋

Gymnasium

Kobun　 Elementary　 School,

ガ ム ラン グ ル ー フ の マ ル ガ サ リ、 作 曲 家 の 野 村 誠 に よる

ク ロー ジ ン グ イベ ン トが 、 興 文 小 学 校 の 体 育 館 で開 催 さ

れ ました、,第1部 は マ ル ガ サ リに よる ガ ム ラン ワー ク シ ョッ

フ.、 第2部 で は コン サ ー トを行 い、 ジ ャワ ガ ム ランの 占 典

曲 を2曲 とアメ リカ現 代 作 曲 家 ル ー ・ハ リソン の 「ヴ ァイオ

リン とチ ェ ロ とジ ャ ワガ ム ラ ンの 為 の 二 重 協 奏 曲 」、 野 村

誠 作 曲 の 「踊 れ1べ 一 トー ヴ ェン」が 演 奏 され ました 。 「踊

れ!べ 一 トー ヴェ ン」で はIAMAS教 授 の 二 輪 眞 弘 との競

演 もあ り、盛 況 の うちに幕 を閉 じ ました,,

The　 biennale　 closed　 with　 performances　 by　 the　 Nlarga

Sari　 gamclan　 group　 sand　 conlposcr　 Nlakoto¥omura,

staged　 in　the　 gymllasiumぐ)f　 Kぐ)bun　 Elementare　 School.

The　 concert　 program,　 starting　 after　 a　gamelan　 workshop

with¥taiga　 sari,　consisted　 of　rwo　 classical　 Ja、・a　gamelan

pieces,　 Lou　 Harrison's/'ir)〃 〃,CL'〃o,　Lt〃`1`10"121ρ ω11α ・〃`)∫

ズo'`1・1ε,・1flal`11η`・1`111,　and　 NIakoto　 Nonlurals　 compositic.)n

Dance!13eetborerr.　 The　 latter　 featured　 a　well-receieed

guest　 performance　 b>・IANIAS　 Prof.¥iasahiro　 Miwa.





大 垣 のま ちとビエ ンナ ー レ/Ogaki　 City　 and　 the　Biennale

横山正/YOKOYAMA　 Tadashi

　大垣 市は、 人 口約15万5千 。1岐阜市に次 ぐ岐 阜県

第:の 都 市です。京都 と江戸(東 京)を 結ぶ:つ の街

道を繋 ぐ美濃路、 すなわち中仙道の垂井と東海道の宮

(熱田)を 結ぶ街道の中途1二位置 し、文化、経済のポテ

ンシャル、また交通の便のゆえに、この大垣を抜ける道を

択ぶ旅人が多 く、大垣は江戸時代の美濃地 方の中心都

市として栄えました。

　明治時代に東海道線 が建設 されたとき、既存の市街

地の北 に線路が通 されたので、現在 のJR大 垣駅は、

旧市街地 の北端に位置 しています。IAMASが ある線

路の北側は、第二次世界大戦後までは、駅近傍の工場

を除けば、ほとんどlil園地帯でした。市街の中心には、

国宝 に指定された美 しい城があり、それを囲んで武家屋

敷、その外側に町人 のまちというのが、幕末までの人垣

の都市構造だったのです。

　大正時代 から砦富な地下水 を利用 して繊維関係の

企業が集 まり、第:次 世 界人戦後の重T業 の展開 も

あって、 市は戦災の被害を蒙りながらも引き続 き繁栄を

続けましたが、近年、繊維産業の不振 のために、駅周辺

に大きな敷地を擁 していた企業が次々と退却、その関係者がいなくなったことで、大垣 の市街から賑 わいが消えてしま

いました。戦災のあといち早 く復興 したビルが、その後、建て替えられることなく老残 の姿をさらしていますし、中心 市

街地では大型店に客 を取 られて閉めたままの空 き店舗 も目立ちます。遅 くまで人波 が続いた商店街にかつての活気は

見られず、夜 も早々とシャッターが降 ります。

　今回のビエンナーレの舞台に中心 市街地 を択 んだのは、学校 と地域の繋がりを深 めるという意義とともに、こうした

現状を踏まえて、その活性化の ・助 になればという思いからでした。空きビルを毛展示会場 として活用するとともに、

商店のショウウインドウやビルの壁面、さらには店舗 そのものを展示やイベントの場 とすることで、まちに新たな人の動

きを造 りだそうと試みたのです。

　大垣の中心部を流 れる水門川は、 自然の流れを城 の外濠 として利川したものですが、その南端 には桑名への舟が

出る港があり、元禄 の世、「奥の細道」の旅の終わりに伊勢に向かう俳人芭蕉は、大垣の弟子たちに別れを告げてここ

から乗船 しました。大垣には彼の高弟が居り、江戸出仕の大垣藩十にも芭蕉の弟子が多かったりして、大垣 は昔から



俳 句 との縁 が深 いところです。そうした訳 で、 ビエ ンナーレでも、意 識的 に俳 句 と結 びイ・∫けたイベ ントや ワー クシ ョップ

を用 意 しました,,

　 また江 戸時 代 、戸田氏 十 万石 の大垣 は、 とりわ け文 教 に力 を入 れ る藩 として知 られ、 その結 果 、幕 末 から明治 にか

けての す ぐれ た人材 の輩 出 は瞠 日に仙 します。ビエ ンナ ーレでは興 文 小 学 校 で クロー ジングの イベ ントを行 い ました

が、ここもか つての藩 校 の伝 統 に繋 が る由緒 あるところで、明 治初 年 に学 制 が定 まるやいちはや く整備 、 この地 方 の モ

デ ノレスクール となったところで す。今回 のビエンナー レのテー マ 「未 来の学 校 」は、制 度 として の 「学 校 」の外 に出 て、

まち自体 に、また そこで皆 で造 り出 してい くもののなか に 「学 校」の本 来 あるべ き.姿を見出 そうというもので すが、その意

味 では、大 垣 とい う文教 の伝 統 あるまちは、まさに そうした活 動 にふ さわ い ・ところであ るとも,硫 るの です。

Ogaki　 is　with　 a　population　 of　 about　 155,000　 the　 second　 largest　 city　 in　Gifu　 Prefecture.　 In　the　 Edo　 period,　 many

travelers　 chose　 to　pass　 through　 Ogaki,　 a　flourishing　 city　 located　 where　 two　 roads　 connecting　 Kyoto　 and　 Edo(Tokyo)

nlet,　for　its　culture,　 ecollolnic　 potelltial　 arld　accessibility.

With　 the　exceptioll　 of　factories,　 the　 area　 north　 of　the　 railway　 line{where　 IAMAS　 is　located)c、'as　 all　countryside　 until

after　 World　 War　 II.　The　 beautiful　 castle　 in　the　 city　 centre　 was　 surroueided　 l)y　samurai　 houses,　 aroulld　 which　 other

to、vllsfolk　 settled　 do、vn.

In　 the　 Taisho　 Period,　 the　 rich　 underground　 water　 resources　 attracted　 textile-related　 businesses,　 and　 thanks　 to　the

development　 in　heavy　 industries　 after　 WW　 II　the　 city's　 prosperity　 continued　 in　spite　 of　 heavy　 war　 damage.　 Due　 to

depression　 in　the　textile　trade,　 in　recent　 years　 the　 bustle　 has　 gone.

The　 hea1・t・f　 Ozaki　 city　 was　 ch・sell　 as　the　 stage　 f・r　this　Riennale　 with

the　 hope　 that　 this　would　 deepell　 the　 relationship　 betweell　 IAMAS三md

the　 region,　 and　 help　 revitalize　 the　city.

The　 port　 on　 die　 Suimon　 River　 that　 runs　 through　 Ogaki　 is　where

Nlatsuo　 Bashぐ)cぐ)mpletcd　 his　O々 〃 ノ1θ1フ`♪50ητ'ぐ'万journey.　 Co[lsidcring

this　 connection　 of　Ogaki　 with　 Haiku,　 Biennale　 events　 and　 workshops

were　 consciousle　 linked　 to　this　form　 of　poetry.

Tn　 the　 F.do　 period,　 Ogaki　 was　 reputed　 for　its　emphasis　 on　 education.

The　 Biennale's　 theme,1「School　 of　Futures「 「was　 an　 attempt　 to　step　 out　 of

the　 established　 system,　 and　 seek　 a　new,　 original　 form　 of"school"in　 the

city　itself.
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第1回目となるおおがきビエンナーレのテーマは「未来の学
校」。表紙はテーマカラーとイベントシンボルを配置し、本紙の
構成は、シンポジウム、ワークショップ、ミュージアム、パ
フォーマンスと4分類を4色で分け、わかりやすい構造になって
います。
雁垂には、会場マップ、ビエンナーレ公式枡、せんべい、スタン
プがレイアウトされています。

形　態　　
サイズ　　
コンテンツ

 .”erutuF eht fo loohcS“ saw elanneiB ikagO ts1 eht rof emeht ehT
Set on the front cover is the theme color and event symbol. As for 
the organization of the book, there are four sections ‒ symposium, 
workshop, museum and performance ‒ with each section sepa-
rated by color, making the construction very easy to understand. 
The venue map, Biennale official masu (small wooden box tradition-
ally used to drink sake), senbei (rice cracker), and stamp are laid 
out on the inside cover.

Form
Size
Contents

Perfect Binding
148mm × 210mm
Symposium, Workshop, Museum, Performance
Cross-cultural Communication and the Future of 
Learning

無線綴じ製本
148mm × 210mm
シンポジウム、ワークショップ、ミュージアム、
パフォーマンス、異文化と学びの未来



※閲覧する端末、アプリケーションによっては目次機能が正しく動作しない場合がありますのでご了承ください。
※Please be aware that depending upon the terminal/application used, there are times when the table of contents function 
　will not work correctly.

①目次の使い方
　・Adobe Readerの場合
　「しおり」機能を使って目次としてご利用いただけます。
　・Apple プレビューの場合
　「サイドバー」を目次としてご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- For Adobe Reader
　Access as table of contents using the“guidebook”function.
　- For Apple Preview
　Access the“sidebar”as the table of contents.

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・Adobe Readerの場合
　「編集＞簡易検索」もしくはコマンド＋F
　・Apple プレビューの場合
　　検索窓に入力してください。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- For Adobe Reader
　Edit → Simple Search OR Command + F
　- For Apple Preview
　Type into the search window.

※iBooksでのご利用を推奨しています。
※Use via iBooks is recommended.

①目次の使い方
　・メニューのリスト表示から目次をご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- Access from the list display in the menu.　

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・メニューの検索アイコンから検索いただけます。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- Search from the search icon in the menu.

これまでIAMASで発行されたカタログ類をIAMASBOOKSとして再編成し、電子書籍化しました。
Catalogues previously published at IAMAS have been reorganized into IAMASBOOKS and turned into digital books.

　PCで閲覧｜Via PC

　使用方法｜How to use

　iPadで閲覧｜Via iPad

　Android端末で閲覧｜　For Android
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